
伝
藤
原
藤
房
筆
本

『伊
勢
物
語
』
致

-

奥
書

･
勘
注
を
め
ぐ
っ
て
-

l
t
は
じ
め
に

小
論
の
筆
者
は
､
今
年
刊
行
し
た
拙
著

『中
世
古
典
学
の
書
誌
学
的
研
究
』
(勉

誠
出
版
=
g
;･
1
)の
中
で
､

1
条
兼
良
が
行
っ
た

『伊
勢
物
語
』
書
写
の
事
蹟
に

(1
)

関
し
'
次
の
や
う
に
述
べ
た
｡

0

2
兼
良
､
某
年
､
『
[系
統
不
明
]
伊
勢
物
語
』
ヲ
書
写
シ
､
嘉
吉
3
年
8
月
下
旬
へ

定
家
自
筆
本
ヲ
以
テ
校
合
ス

(2)

[所
蔵
]
東
京
都
立
中
央
図
書
館
(紅
梅
文
庫
旧
蔵
)

[文
献
]川大

津
有

一
編

『伊
勢
物
語
に
就
さ
て
の
研
究

補
遺
篇
･
索
引
篇
･
図
録
篇
』

(有
精
堂
=
昭
36
･
12
)

[考
]文

献

川に
よ
れ
ば
'
業
平
の
略
伝
と
武
田
本
の
奥
書
並
び
に
為
相
の
識
語
'
流

布
本
の

奥書
､
根
源
本
第
二
系
統
の
奥
書
に
続
き
､
亮
孝
の
書
写
奥
書
が
あ
っ
て
､

兼
良
の
筆
か
と
目
さ
れ
る
以
下
の
如
き
二
種
(三
種
?
)奥
書
が
あ
る
｡

①
此
伊
勢
物
語
古
本
'
女
房
令
二
所
持
一
也
｡
但
奥
詞
未
レ
終
レ
功
､
又
誤
字

多
也
｡
併
借
二
尭
孝
僧
都
本
t
加
二
校
合
1
又
書
TT
継
奥

詞
]｡
件
本
以
レ
朱

注
二
訓
釈
一｡
今
以
レ
墨
書
レ

之
｡
又
彼
本
有
二
落
字
不
審
事
等
1｡
併
以
二
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武

井

和

人

此
本
1
為
レ
正
不
二
必
改
一
也
｡
任
二
善
古
人
之
格
言
T.

詞
林
樗
散
(花
押
)

②
嘉
吉
三
年
八
月
下
旬
､
以
二
定
家
卿
真
筆
本
一
重
校
合
華
｡
但
件
本
奥
端
朽

損
､
端
寄
お
き
も
せ
ず
ね
も
せ
で
と
い
ふ
守
よ
り
端
不
レ

見
｡
奥
は
野
と
な

ら
ば
う
づ
ら
と
な
り
て
と
い
ふ
苛
よ
り
奥
不
レ

見
｡中
間

二

一枚
又
朽
損
｡件

本
臼
色
紙
小
草
子
也
｡
冷
泉
中
将
持
和
朝
臣
借

TT
用
或
人
一
令
レ
見
レ
予
之

次
､
加
二
校
合
】
草
｡

(花
押
)

(③
?
)傍
付
訓
釈
等
定
家
自
筆
本
不
レ

載
レ
之
.
想
レ
是
後
人
為
二
談
義
1
注
付

者
欺
｡
悉
以
二
虚
誕
事
一
不
レ
可

二
信
用
一レ
之
｡

(3
)

大
津
が
何
故

｢詞
林
樗
散
｣
を
兼
良
の
事
と
断
じ
得
た
か
､
そ
の
細
か
な
考
証

(4)

過
程
は
判
然
と
し
な
い
が
､
①
で
い
ふ
亮
孝
所
持
本
を
書
写
し
た
点
､
②
に
み
ら

れ
る
冷
泉
家
と
の
親
密
な
関
係
､
及
び
嘉
吉
三
年
と
い
ふ
″時
″､
な
ど
の
状
況
証

拠
か
ら
見
て
､
結
論
と
し
て
は
兼
良
と
見
て
誤
つ
ま
い
｡

○

こ
の
叙
述
は
､
[文
献
]
の
項
目
に
も
明
記
し
た
通
り
､
大
津
の
研
究
成
果
に
全

面
的
に
依
拠
し
た
も
の
で
あ
り
､
筆
者
自
身
の
臆
断
を
若
干
交

へ
た
も
の
に
過
ぎ

な
い
こ
と
は
'
上
記
引
用
拙
文
か
ら
だ
け
で
も
容
易
に
察
知
し
う
る
で
あ
ら
う
｡

と
こ
ろ
が
'
前
掲
拙
著
校
了
後
､
な
ん
と
､
こ
の
伝
藤
房
筆

『伊
勢
物
語
』
(以

(5)

下
誤
解
を
招
か
ぬ
限
り

｢本
書
｣
と
呼
ぶ
)
が
全
文
カ
ラ
ー
印
刷
に
付
さ
れ
て
影
印

〓

)



さ
れ
た
の
で
あ
る
｡
そ
れ
に
よ
っ
て
'
多
く
の
補
訂
が
必
要
と
な
っ
た
｡
の
み
な

ら
ず
'
部
分
的
に
は
誤
り
を
も
招
い
て
ゐ
た
こ
と
に
気
付
い
た
の
で
あ
る
｡

さ
ら
に
ま
た
､
本
書
を
最
初
に
紹
介
し
､
か
つ
詳
細
な
検
討
を
加

へ
て
ゐ
た
池

田
亀
鑑

｢伝
藤
原
藤
房
筆
別
本
伊
勢
物
語
の
本
文
に
つ
い
て
｣
(池
田

『和
歌
･歌

物
語

･
日
記

･
説
話
に
関
す
る
論
考

〔中
古
国
文
学
叢
考
第
三
分
冊
〕』
〔目
黒
書

店
=
昭

22･
3
〕
所
収
)
を

[文
献
]
と
し
て
指
摘
す
る
の
を
怠
っ
た
､
と
い
ふ
あ

り
う
べ
か
ら
ざ
る
失
態
に
も
気
付
い
た
｡

な
は
予
め
こ
こ
で
有
体
に
い
へ
ば
､
小
論
で
述
べ
ん
と
す
る
と
こ
ろ
の
そ
の
大

方
は
'
こ
の
池
田
論
か
ら
大
き
-
出
る
も
の
で
は
な
い
｡
と
い
っ
て
､
必
ず
し
も

専
ら
池
田
論
の
補
強
を
す
る
と
い
ふ
こ
と
で
も
な
い
｡
池
田
の
結
論
を
修
訂
す
る

こ
と
に
主
眼
を
置
-
の
で
は
な
-
､

一
条
家
古
典
学
研
究
と
い
ふ
視
点
か
ら
本
書

を
眺
め
直
し
て
み
る
べ
く
､
再
度
こ
の
極
め
て
特
色
の
あ
る
本
書
を
検
討
し
よ
う

と
思
ふ
の
で
あ
る
｡

以
上
の
心
用
ゐ
を
前
提
と
し
つ
つ
､
小
論
で
は
前
掲
拙
稿
の
そ
の
後
始
末
を
し
'

併
せ
て
影
印
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
新
た
な
事
柄
を
指
摘
し
､
ま
た
､
兼
良
研
究
か

ら
本
書
を
見
た
際
の
留
意
点
な
ど
に
つ
い
て
､
若
干
の
私
見
を
加

へ
て
み
よ
う
と

思
ふ
の
で
あ
る
｡

二
㌧
所
蔵
者

(機
関
)
及
び
本
書
の
書
誌
に
つ
い
て

本
書
の
所
蔵
機
関
に
関
し
て
､
筆
者
は
前
掲
拙
著
に
て
'
｢東
京
都
立
中
央
図
普

館
｣
と
し
た
｡
何
度
か
そ
の
所
蔵
を
確
認
し
よ
う
と
試
み
た
の
だ
が
､
何
故
か
確

認
出
来
な
か
っ
た
｡
従
っ
て
よ
り
誠
実
に
は

｢大
津
の
報
告
に
従
ふ
と
東
京
都
立

中
央
図
書
館
か
｣
と
で
も
す
べ
き
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
｡

本
書
の
書
誌
､
就
中
､
所
蔵
機
関
に
つ
い
て
､
筆
者
の
叙
述
が
よ
っ
て
た
つ
根

(

1.I)

拠
は
､
以
下
の
如
き
大
津
の
言
で
あ
る
｡

伝
藤
原
藤
房
筆
本
伊
勢
物
語
は
故
池
田
亀
鑑
博
士
が
す
で
に
紹
介
し
て
お
ら

れ
る
が
､
紅
梅
文
庫
か
ら
日
比
谷
図
書
館
に
入
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
｡
縦
二

二
､
五
糎
横

一
五
､
三
糎
の
鳥
の
子
胡
蝶
装

一
冊
｡
表
紙
は
厚
様
鳥
の
子
紙
､

銀
泥
で
波
を
え
が
き
､
中
央
に
題
第
が
あ
る
｡
三
条
西
実
隆
の
筆
と
い
う
｡
見

返
し
は
金
銀
切
箔
､
雲
型
｡

一
面
九
行
､
平
仮
名
交
り
｡
第
二
枚
の
表
か
ら

起
筆
､第
六
十
七
枚
裏
六
行
ま
で
が
古
筆
家
の
藤
房
筆
と
鑑
定
す
る
も
の
で
､

以
下
第
八
十

一
枚
表
ま
で
の
本
文
は

一
条
兼
良
の
補
筆
で
あ
る
｡
-
-
(前
掲

書
三
三

1
頁
)

第

一
〇
図

伝
藤
原
藤
房
筆
本
伊
勢
物
語

紅
梅
文
庫
旧
蔵

本
書
は
桃
園
文
庫
か
ら
紅
梅
文
庫
に
移
り
､
現
在
は
日
比
谷
図
書
館
は
入
っ

た
か
と
思
わ
れ
る
｡
縦
二
二
･五
糎
横

一
五
･三
糎
の
鳥
の
子
'
胡
蝶
装
｡
表

紙
は
鳥
の
子
紙
､
銀
泥
で
波
を
描
い
て
い
る
｡
見
返
は
金
銀
切
箔
雲
型
｡

一

面
九
行
､
平
仮
名
交
り
｡
八
十
七
段
ま
で
が
藤
房
筆
と
古
筆
家
の
鑑
定
す
る

も
の
､
以
下
は
一
条
兼
良
の
補
筆
で
あ
る
｡
章
段
の
異
同
は
な
い
が
､
本
文

に
異
同
が
多
-
､
系
統
か
ら
い
え
ば
､
や
は
り
別
本
と
す
べ
き
か
｡
今
巻
頭

を
示
し
た
｡
(前
掲
書
六
八
八
頁
)

筆
者
は
た
だ
素
朴
に
か
つ
怠
惰
に
も
､
大
津
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た

｢日
比

(6
)

谷
図
書
館
へ
移
管
か
｣
と
い
ふ
情
報
を
鵜
呑
み
に
し
､
し
か
も
'
日
比
谷
図
書
館

所
蔵
の
古
典
籍
が

一
括
都
立
中
央
図
書
館
に
移
管
さ
れ
た
と
い
ふ

〟常
識
〟
を
こ

こ
に
あ
て
は
め
'
前
述
の
如
き
誤
れ
る
断
定
を
下
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
な
る
｡

実
は
､
本
書
が
紅
梅
文
庫
か
ら
現
所
蔵
者
で
あ
る
吉
田
幸

1
に
移
さ
れ
た
経
緯

(7)

に
つ
い
て
は
､
反
町
茂
雄
が
次
の
や
う
に
述
べ
て
ゐ
た
｡

39
別
本
伊
勢
物
語
伝
藤
原
藤
房
筆
一
条
兼
良
自
筆
補

一
冊

一
二
､
〇
〇
〇
円

流
布
本
と
異
同
甚
だ
多
-
､
し
か
も
従
来
知
ら
れ
た
幾
程
も
の
異
本
と
は
全

-
別
系
統
の
も
の
｡
よ
っ
て
池
田
博
士
は
こ
れ
を

｢別
本
｣
と
呼
称
さ
れ
ま

し
た
｡
四
半
本
(ほ
ぼ
半
紙
判
大
)鳥
の
子
紙
､

一
面
九
行
｡
本
文
は
南
北
朝

頃
の
写
､
但
し
第
六
十
六
枚
の
裏
の
六
行
目
か
ら
は

一
条
兼
良
の
補
筆
で
巻

末
に
は

一
条
兼
良
の
自
筆
奥
書
二
通
り
が
あ
る
｡
詳
し
-
は
､
博
士
の

｢伝

藤
原
藤
房
筆
別
本
伊
勢
物
語
の
本
文
に
つ
い
て
｣
参
照
｡
こ
れ
は
吉
田
幸

一

博
士
へ
｡

反
町
の
言
に
よ
れ
ば
､
本
書
を
含
む
桃
園
文
庫

･
紅
梅
文
庫
の
蔵
書
の
1
部
が

弘
文
笹
に
も
た
ら
さ
れ
た
の
が
昭
和
25
年
の
4
月
か
ら
12
月
に
か
け
て
｡
『源
氏
物

語
』関
連
の
写
本
類
は
､
そ
の
年
の
内
に
天
理
図
書
館
に
移
り
､
残
余
の
大
半
は
､

同
年
12
月
26
日

～
31
日
に
か
け
て
､
日
本
橋
高
島
屋
に
て
即
売
さ
れ
た
由
で
あ
る
｡

従
っ
て
本
書
は
､
終
戦
後
時
を
経
ず
し
て
､
所
蔵
者
を
吉
田
と
し
て
ゐ
た
の
で

あ
る
｡
こ
の
こ
と
を
ま
づ
は
訂
正
し
て
お
き
た
い
｡

○

前
掲
池
田
論
に
も
書
誌
の
報
告
が
あ
る
が
､
重
な
ら
な
い
部
分
の
み
を
摘
記
し

て
お
-
0

-
-
料
紙
は
-
八
十
五
葉
〔白
紙
巻
首

一
葉
'
巻
尾
二
葉
､
墨
付
八
十
三
葉
〕

-
-
見
返
に
は
-
こ
れ
等
は
恐
ら
-
兼
良
の
補
写
し
た
当
時
附
せ
ら
れ
た
時

の
ま
ま
の
も
の
で
は
あ
る
ま
い
か
と
思
は
れ
る
-
-
料
紙
は
四
枚

･
五
枚

･

六
枚
を
重
ね
て
そ
れ
ぞ
れ
二
つ
折
と
し
､
合
計
八
綴
を
左
の
通
り
配
置
し
て

ゐ
る
｡
即
ち
､

第

一
折

四
枚
八
薫
別
に
一
葉

合
計
九
葉

〔最
初
の
一
葉
は
白
紙
〕

第 第 第 第 第
六 五 四 三 二
折 折 折 折 折

六
枚
十
二
葉

六
枚
十
二
葉

六
枚
十
二
葉

六
枚
十
二
葉

五
枚
十
葉

別
に
一
葉

合
計
十

一
葉

こ
の
折
五
枚
目

〔十
葉
目
〕
の
裏
六
行
の
中
途
よ
り
兼
良
の
書

継
｡

第
七
折

四
枚
八
葉

第

一
折

五
枚
十
葉

〔最
後
の
一
葉
は
白
紙
〕

の
如
-
で
あ
る
｡

さ
て
､
前
述
の
如
-
､
昨
年
(
一
九
九
八
年
)
の
11
月
､
吉
田
幸

一
編

『伊
勢
物

語
伝
藤
原
藤
房
筆
本

〔古
典
文
庫
六
二
四
〕』
が
公
刊
さ
れ
た
｡
『伊
勢
物
語
に
読

き
て
の
研
究

補
遺
篇

･
索
引
第

･
図
録
篇
』
に
掲
げ
ら
れ
て
ゐ
る
巻
頭

一
葉
の

写
真
版
と
こ
の
古
典
文
庫
本
の
影
印
を
比
較
す
れ
ば
瞬
時
に
明
白
な
如
-
､
そ
し

て
ま
た
吉
田
が
解
説
に
お
い
て
い
は
ず
も
が
な
の
前
提
と
し
て
ゐ
る
が
如
く
､
こ

の
両
本
は
明
々
白
々
の
全
-
同

1
の
典
籍
で
あ
る
と
断
じ
う
る
｡

い
さ
さ
か
蛇
足
気
味
に
な
る
や
も
し
れ
ぬ
が
､
念
の
た
め
に
､
吉
田
に
よ
る
書

誌
解
題
の
摘
要
を
以
下
に
引
き
､南
本
の
同

一
な
る
こ
と
を
確
認
し
て
お
き
た
い
｡

表 書 体
紙 型 裁

見
返
し

綴
葉
菜

一
帖
｡

縦
二
二
･
六
×
横

一
五

･
三
糎
｡

薄
い
桑
色
地
の
斐
紙
｡
表

･
裏
共
に
､
左
の
上
角
と
下
角
に
鈍
色
の

渚
の
波
文
様
が
あ
る
｡

も
ん

桑
色
地
に
金
銀
切
箔
に
よ
る
雲
型
文
｡

二

三



ふじ

題
黄

表
紙
中
央
上
に
､
紫
色
の
短
冊
(
一
五

･
〇
×
三

･
〇
糎
)
に

｢伊
勢

(8)

物
語
｣
と
行
書
体
墨
書
は
､
三
条
西
実
隆
筆
｡

本
文

料
紙
は
厚
手
の
斐
紙
｡半
葉

一
面
九
行
書
｡
-
-
(前
掲
書
三
八

一
貢
)

三
㌧
極
め

･
奥
書

･
識
語

･
注
記
な
ど
に
つ
い
て

前
掲
古
典
文
庫
の
解
説
に
お
い
て
'
吉
田
幸

一
が
奥
書

･
識
語
に
記
号
を
付
し

て
整
理
し
っ
つ
掲
出
し
て
ゐ
る
｡
小
論
で
も
基
本
的
に
そ
の
記
号
を
踏
襲
し
､
ま

た

一
部
私
に
追
加
を
し
つ
つ
'
奥
書
･識
語
類
を

一
括
示
し
て
み
よ
う
と
思
ふ
｡
な

は
'
改
行
を
省
略
す
る
場
合
は
'
｢/
｣
で
代
替
し
た
｡

(箱
書
･
極

めV

(9)I箱書
(蓋
･

表
)

伊

勢
物
語

一
条
前
関
白
/
兼
良
公
筆

[考
]こ

の
箱
書
の
筆
者
は
未
詳
と
い
ふ
他
は
な
い
｡

『伊
勢
物
語
』
本
文
(伝
藤
房

･
兼
良
)

勘
注
(兼
良

〔で
は
実
際
に
は
な
い
と
思
は
れ
る
｡
こ
の
点
に
関
し
て
は
後

述
〕)

奥
書
･識
語
(兼
良

〔こ
れ
も
実
際
に
は
兼
良
筆
に
あ
ら
ず
｡
こ
の
点
に
関
し

て
も
後
述
〕)

極
め
(小
塾

速
州
〔次
項
参
照
｡
な
ほ
古
筆
了
音
の
極
め
も
添
付
さ
れ
る
由
だ

が
､
写
真
版
が
掲
出
さ
れ
て
ゐ
な
い
の
で
'
筆
蹟
を
比
較
す
る
こ
と
が
出

来
ず
､
判
断
が
出
来
な
い
〕)

こ
れ
ら
の
筆
蹟
の
い
づ
れ
と
も

一
致
し
な
い
｡

(

四

)

O

H
極
め

･
甲
(蓋

･
裏
側
)

い
せ
も
の
か
た
り
本
書

万
里
小
路
藤
房
卿

か
き
た
し
小
書

一
条

兼
良
公

小
堀
江
秘
蔵
の

本
也

[考
]前

掲
吉
田
解
説
に
よ
る
と
､
こ
の
極
め
は
絹
布
に
書
か
れ
て
ゐ
る
由
｡
ま
た
小

堀
遠
州
筆
と
も
｡
小
論
の
筆
者
に
遠
州
自
筆
と
断
定
し
る
う
だ
け
の
根
拠
は
な
い

が
､
写
真
版
を
見
る
限
り
で
は
'
確
か
に
へ遠
州
様
)
の
筆
蹟
で
は
あ
る
｡
な
ほ
｢
か

き
た
し
小
書
｣
は
'
｢
か
き
た
し
｣
の

｢小
書
｣
で
は
な
-
､
恐
ら
-
､
｢
か
き
た

し
(の
本
文
)｣
も

｢小
書
(の
注
)｣
も
､
と
い
ふ
意
味
で
あ
ら
う
(次
項
参
照
)0

〇

m
極
め

･
乙
(添
付
状
況
未
詳
)

伊
勢
物
語

一
冊

端
六
十
六
枚

筆
者
未
考

つ
と
め
て
そ
の
家
の
ト
有
之
よ
り

奥
井
御
判
訓
釈
之
喜
入
等

1
条
禅

閤
兼
良
公

外
題

三
条
西
実
隆
公

箱
書
附
消
息

一
通

小
堀
遠
州
政

一

右
芳
翰
無
疑
者
也

正
徳
三
年

仲
夏
下
旬

古
筆
了
音

｢琴
山
｣
(花
押
)

[考
]

こ
の
極
め
は
､
古
典
文
庫
に
写
真
版
と
し
て
掲
出
さ
れ
て
ゐ
ず
'
吉
田
解
説
よ

り
引
用
し
た
｡
こ
こ
で
い
ふ

｢訓
釈
｣
と
は
､
前
項
で
い
ふ
と
こ
ろ
の

｢小
書
(の

注
)
｣
と
同

一
の
も
の
で
あ
ら
う
｡
兼
良
の
書
き
た
し
部
分
を
明
示
し
て
あ
る
(こ

の
点
後
述
)点
､
貴
重
で
あ
る
｡

〇

八奥
書

･
識
語
等
V

(10)
A
業
平
略
伝
(省
略
'
古
典
文
庫

二

六
五
貢
参
看
)

B
武
田
本
奥
書
(同
右
'

一
六
六
頁
参
看
)

C
為
相
奥
書
(同
右
､

一
六
六
貢
参
看
)

D
流
布
本
(根
源
本
第
二
系
統
)奥
書
(同
右
､

一
六
六

～
六
七
貢
参
看
)

[考
]こ

こ
ま
で
の
部
分
は
､
古
典
文
庫

･
写
真
版
で
い
ふ
と
､

一
六
五

～
一
六
八
頁

あ
た
る
｡
以
下
の
二
点
を
確
認
し
て
お
き
た
い
｡

(;
)

川以
上
A
-
D
の
筆
蹟
は
全
-
同

一
､
し
か
も
､
恐
ら
-
は

一
気
に
書
か
れ
た

も
の
で
あ
ら
う
と
推
定
さ
れ
る
｡

似藤
房
本
の
本
文
は
､
少
な
-
と
も
非
定
家
本
系
統
で
あ
り
'
大
津
は
明
確
に

(12
)

｢別
本
｣
と
位
置
付
け
て
ゐ
る
｡
｢別
本
｣
説
は
そ
の
後
福
井
貞
助
も
更
な
る

援
証
を
あ
げ
て
主
張
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
し
､吉
田
も
古
典
文
庫
解
説
で
(宿

井
論
を
長
文
に
わ
た
っ
て
引
用
す
る
こ
と
で
)改
め
て
支
持
を
表
明
し
て
ゐ

る
｡
従
っ
て
､
こ
の
線
は
ま
づ
動
か
せ
ま
い
｡
と
こ
ろ
が
､
武
田
本

･
流
布

本
の
奥
書
ま
で
も
が
こ
こ
に
(誰
に
よ
っ
て
か
は
今
は
間
は
な
い
で
お
-
)
一

括
書
写
さ
れ
て
ゐ
る
と
い
ふ
こ
と
は
､
こ
れ
ら
の
奥
書
が
書
写
さ
れ
た
も
の

で
は
な
く
､
何
ら
か
の
学
的
理
由
に
よ
っ
て

″転
記
″
さ
れ
た
と
見
る
べ
き

性
格
の
も
の
だ
､
と
い
ふ
こ
と
を
意
味
し
よ
う
｡
『伊
勢
物
語
』
の
諸
伝
本
に

は
か
か
る
学
的
処
置
は
比
較
的
あ
り
ふ
れ
た
も
の
と
し
て
見
出
し
う
る
か

ら
､
特
に
異
と
す
る
に
は
あ
た
ら
な
い
(こ
の
点
次
項
で
詳
述
)｡

O

E
此
草
子
借
或
好
士
之
本
訊
人
令
書
写
也
予
加
校
合
苧
随
分

秘
蔵
本
云～
錐
然
以
来
所
注
之
文
字
奥
書
等
僻
字
少
～
在
之
欺
但

書
様
文
字
遣
以
下
不
達
彼
本
以
写
之
間
不
及
料
簡
者
也

権
少
僧
都
毒
草
在
判

[考
]こ

の
奥
書
に
対
す
る
池
田
の
解
釈
は
次
の
や
う
な
も
の
で
あ
る
｡

川亮
孝
本
は
武
田
本
の
一
本
で
､
そ
の
奥
に
は
流
布
本
の
奥
書
が
集
成
し
て
あ

っ
た
｡

倒尭
孝
本
は
'
尭
孝
が
或
る
人
か
ら
借
り
､
人
に
誹
へ
て
書
写
せ
し
め
､
自
ら

校
合
を
加

へ
た
も
の
で
あ
っ
た
｡

糊尭
孝
の
書
写
せ
し
め
た
原
本
は
秘
蔵
の
本
で
あ
る
が
､
全
巻
に
わ
た
っ
て
誤

字
が
少
々
あ
り
､
そ
れ
を
朱
で
正
し
て
あ
っ
た
｡

仙尭
孝
本
は
､
書
様

･
文
字
道
等
原
本
の
ま
ま
を
忠
実
に
伝

へ
た
も
の
で
あ
っ

た
｡

池
田
の
解
釈
は
概
ね
正
鵠
を
射
て
ゐ
る
と
思
は
れ
る
｡
特
に
前
項
で
簡
単
に
触

れ
た
(奥
書
集
成
)
と
い
ふ
行
為
の
源
は
'
池
田
説

川の
理
解
で
良
い
と
考

へ
る
｡

た
だ
し
､
｢雑
然
以
朱
所
注
之
文
字
奥
書
等
僻
字
少
～
在
之
欺
｣
の
部
分
の
解
釈

は
､
よ
り
厳
密
に
す
べ
き
だ
と
考
へ
る
｡
私
見
は
以
下
の
如
し
｡

原
本
に
お
い
て
朱
を
以
て
注
が
付
さ
れ
て
ゐ
る
文
字
(=
勘
注
の
部
分
の
文

字
)'
及
び
､
奥
書
な
ど
に
誤
字
が
ま
ま
見
受
け
ら
れ
る
や
う
に
思
は
れ
る

つ
ま
り
､
亮
孝
が
誤
字
が
多
い
と
認
定
し
て
ゐ
る
の
は
'
本
文
そ
の
も
の
で
は

な
-
勘
注
の
部
分
で
あ
る
'
と
解
釈
し
た
方
が
通
り
が
良
い
と
思
ふ
の
だ
｡
む
ろ

ん
､
池
田
の
や
う
な
解
釈
も
成
り
立
ち
う
る
が
､
本
文
そ
の
も
の
に
誤
字
が
多
-
'

(

五
)



そ
の
誤
字
の
部
分
に
朱
に
よ
る
静
注
(
一
種
の
ミ
セ
ケ
チ
)
が
な
さ
れ
て
ゐ
た
と
解

す
る
と
'
そ
の
事
実
(=
朱
に
よ
っ
て
誤
字
が
訂
さ
れ
て
ゐ
る
こ
と
)認
定
は
(ほ
ぼ

一
見
し
て
そ
れ
と
分
か
る
体
の
も
の
で
あ
る
故
に
)容
易
な
は
ず
で
､
な
ら
ば
末
尾

の

｢欺
｣
は
不
要
と
な
る
｡
さ
う
で
は
な
-
､
勘
注
部
分
の
誤
字
を
指
す
と
考
へ

れ
ば
'
こ
と
は
注
釈
に
及
ぶ
べ
き
も
の
で
あ
り
､
誤
字
(即
ち
誤
解
釈
)
で
あ
る
か

否
か
を
判
定
す
る
の
は
､
か
の
亮
孝
を
し
て
も
な
ほ
難
し
か
ら
う
､
そ
の
含
意
を

｢欺
｣
で
示
し
た
と
理
解
す
る
方
が
､
よ
り
実
態
に
近
い
と
考
へ
る
｡
ま
た
同
様
に
､

奥
書
部
分
に
お
い
て
も
'
誤
字
で
あ
る
か
否
か
を
判
別
す
る
こ
と
も
'
『勢
語
』
の

本
文
自
身
の
誤
字
を
弁
別
す
る
よ
り
も
遥
か
に
易
し
-
は
あ
る
ま
い
｡

な
ほ
こ
の
尭
孝
本
の
転
写
本
が
天
理
図
書
館
に
蔵
さ
れ
(奥
書
B
･
C
･
D
･
E

が

一
致
)､本
文
も
誤
写
と
見
倣
し
う
る
程
度
の
も
の
が
数
ヶ
所
程
度
で
あ
り
､
｢別

系
統
で
あ
る
と
み
な
さ
れ
な
い
も
の
で
あ
る
｣
と
'
山
田
清
市
が
報
告
し
て
ゐ
る

(山
田
『伊
勢
物
語
の
成
立
と
伝
本
の
研
究
』
〔桜
楓
社
=
昭
47
･4
〕
二
〇
七

～
二

〇
八
頁
)0

O

F
此
伊
勢
物
語
古
本
女
房
所
持
也
但
奥
詞
未
終
功
又
誤
字

落
字
多
也
併
借
尭
孝
僧
都
本
加
校
合
又
書
継
奥
詞
件
本

(13)

以
朱
註
訓
釈
今
以
墨
書
之
又
件
本
有
落
字
不
審
事
等
併
以

此
本
為
正
不
必
改
之
任
善
古
人
之
格
言
也
｣
(面
移
り
)

詞
林
樗
散
(花
押
)

G
嘉
吉
三
年
八
月
下
旬
以
定
家
卿
真
筆
本
重
校
合
苧

但
件
本
奥
端
朽
損
端
寄
お
き
も
せ
す
ね
も
せ
て
と
い
ふ
苛
よ
り

端
不
見
奥
ハ
野
と
な
ら
は
う
つ
ら
と
な
り
て
と
い
ふ
苛
よ
り
奥
不
見
中
間

一
二
枚
又
朽
損
件
本
白
色
紙
小
草
子
也
冷
泉
中
将
持
和
朝
臣
借
用

或
人
令
兄
予
之
次
加
校
合
苧
(花
押
)

〓

ハ
)

H
傍
付
訓
釈
等
定
家
自
筆
本
不
載
之
想
是
後
人

(14)

為
談
義
注
付
者
軟
悉
以
虚
誕
事
不
可
信
用
之

[考
]

例
に
よ
っ
て
池
田
の
解
釈
を
引
か
う
｡

(15)

川こ
の
古
本
は
一
条
兼
良
と
面
識
あ
る
或
る
女
房
の
所
持
し
た
本
で
あ
っ
た
｡

似こ
の
本
は
八
十
七
段
の
終
り

｢は
る
～
夜
の
-
-
な
み
い
と
た
か
し
｣
第
六

(16)

綴
十
葉
裏
第
六
行
目
ま
で
書
か
れ
'
そ
れ
以
下
は
余
白
と
な
っ
て
ゐ
た
｡

(17)

^はそ
の
不
足
の
分
は
'兼
良
が
亮
孝
僧
都
奥
書
本
を
他
か
ら
借
り
て
補
写
し
た
｡

仙兼
良
は
尭
孝
本
の
朱
託
を
墨
で
転
写
し
た
｡

㈲兼
良
の
補
写
校
合
は
､
嘉
吉
三
年
八
月
以
前
で
あ
っ
た
｡

㈱嘉
吉
三
年
八
月
下
旬
､
兼
良
は
定
家
卿
真
筆
本
を

一
見
し
､
こ
れ
を
朱
筆
を

も
っ
て
校
合
し
た
｡

S
そ
の
定
家
自
筆
本
は
､
巻
首

･
巻
尾
各
数
葉
を
朽
損
し
た
本
で
あ
っ
て
､
巻

首
は
､
第
二
段

｢
お
き
も
せ
で
｣
と
い
ふ
歌
以
前
恐
ら
く
二
葉
か
は
見
え
ず
､

巻
尾
は
､
第
百
二
十
三
段

｢野
と
な
ら
ば
｣
と
い
ふ
歌
以
後
恐
ら
く

一
葉
か

は
見
え
な
か
っ
た
｡

㈱定
家
自
筆
本
は
白
色
小
草
子
で
あ
っ
た
｡

㈱
そ
の
定
家
自
筆
本
は
､
冷
泉
持
和
が
或
る
人
か
ら
借
り
て
'
兼
良
に
見
せ
た

も
の
で
あ
っ
た
｡

㈹
兼
良
は
定
家
本
を

一
見
し
､
そ
の
機
会
に
こ
の
本
に
校
合
し
た
｡

㈹定
家
自
筆
本
と
の
校
合
は
朱
筆
で
な
さ
れ
た
｡

㈹定
家
自
筆
本
に
は
訓
釈
の
類
の
傍
証
は
な
か
っ
た
｡

㈹
亮
草
本
に
存
す
る
朱
託
は
'
後
人
の
所
為
で
あ
ら
う
か
ら
､
信
用
す
る
に
足

ら
ぬ
と
兼
良
は
考
へ
て
ゐ
た
｡

池
田
の
解
釈
に
は
多
々
問
題
が
あ
り
､
か
つ
､
相
互
に
複
雑
に
入
り
組
ん
で
ゐ

る
と
覚
し
い
の
で
､
い
-
つ
か
の
ポ
イ
ン
ト
に
絞
っ
た
上
で
､
私
見
を
提
示
し
て

み
た
い
｡

回
詞
林
樗
散
な
る
号
井
兼
良
の
花
押
に
つ
い
て

管
見
の
限
り
で
は
､
も
し
仮
に
兼
良
が
｢詞
林
樗
散
｣
と
号
し
た
と
し
て
も
､
そ

れ
は
こ
の
事
例
の
み
に
と
ど
ま
る
｡
即
ち
他
に
用
例
が
な
い
の
だ
｡
で
は
い
か
に

し
て
池
田
は
こ
れ
を
兼
良
と
断
じ
え
た
か
｡
池
田
日
'

-
-
こ
の
詞
林
樗
散
は
､
翰
林
即
ち
文
林
の
庸
材
の
意
で
'
自
己
の
才
を
卑

下
し
た
雅
号
で
あ
る
が
､
そ
の
花
押
よ
り
し
て
1
条
兼
良
そ
の
人
な
る
こ
と

が
明
ら
か
で
あ
る
｡

即
ち
池
田
は
､
詞
林
樗
散
な
る
号
そ
の
も
の
の
考
証
は
'
筆
者
を
兼
良
と
断
ず
る

上
で
い
は
ば
傍
証
に
と
ど
ま
り
､
主
た
る
根
拠
は
花
押
を
採
用
し
て
ゐ
る
の
で
あ

る
｡
従
っ
て
'
こ
の
奥
書
が
兼
良
の
も
の
か
否
か
､
花
押
の
徹
底
的
な
比
較
考
究

が
必
要
と
な
っ
て
来
る
｡

管
見
に
入
っ
た
兼
良
の
自
筆
花
押
の
多
-
は
､
出
家
後
の
法
号

｢覚
恵
｣
の
合

字
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
も
の
で
あ
る
｡
出
家
前
の

｢兼
良
｣
の
花
押
と
い
ふ
と
､
僅

か
に
以
下
の
如
き
資
料
に
押
さ
れ
た
も
の
を
知
り
得
た
に
過
ぎ
な
い
｡

(18
)

何
誓
願
寺
文
書

･
某
年
四
月
二
十
二
日
安
堵
状

(19)

仙

『読
史
備
要
』
所
掲
花
押

的個
人
蔵

･
1
条
兼
良
自
筆
書
状

仙個
人
蔵

『古
筆
手
鑑
』
所
載
伝
兼
良
筆

｢源
氏
物
語
切
｣

(20)

的

陽
明
文
庫
蔵

『大
手
鑑
』
上
表

･
五
七

｢後
成
恩
寺
関
白
兼
良
公
広
橋
中
納

言
宛
書
状
｣

(21)
的三
井
文
庫
蔵

『高
案
帖
』
表
49

｢
1
条
兼
良
御
内
書
｣

(22
)

的
春
日
大
社
蔵

･
文
明
二
年
卯
月
十
五
日

｢
一
条
兼
良
寄
進
状
｣

こ
れ
ら
の
花
押
を
写
真
版
な
ど
に
よ
っ
て
比
較
す
る
に
､
本
書
の
花
押
は
紛
れ

も
な
-
こ
の
時
期
､
即
ち
出
家
以
前
の
兼
良
の
花
押
と
断
じ
得
'
従
っ
て
､
｢詞
林

樗
散
｣
は
兼
良
の
号
と
考
へ
ざ
る
を
え
な
い
と
い
ふ
こ
と
に
落
着
す
る
｡

実
は
こ
の
嘉
吉
3
年
に
､
兼
良
は
熱
心
に
古
典
籍
の
探
索

･
書
写
を
行
っ
て
ゐ

る

｡
(23
)

①
川
越
市
立
図
書
館
蔵

『長
秋
詠
藻
』
奥
書

写
奥
書
云

嘉
吉
三
年
三
月
四
日
借
尭
拳
法
印
本

(24)

命
中
納
言
中
将
令
書
写
畢
始
四
五
枚
染
愚
筆
者
(也
)

又

一
校
畢

柿
下
庸
材
御
判

(25)

②

個

人

蔵

｢古
筆
手
鑑
｣
所
収

｢源
氏
物
語
切
｣
(桐
壷
)奥
書

※
初
代
古
筆
了
佐
極
札
附
属
｡

嘉
吉
第
三
暦
中
秋
廿
九
日
以
親
行
正
本
/
校
合
了

(花
押
)

(26)

な
ほ
つ
い
で
に
い
へ
ば
､
①
の

｢柿
下
庸
材
｣
な
る
号
も
､
恐
ら
-
兼
良
晩
年

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

の
こ
ろ
は
ひ
､
『柿
本
傭
材
抄
』
な
る
兼
良
講
釈
の
聞
書
を
息
量
殊
院
長
鏡
が
ま
と

め
る
が
､
そ
の
こ
と
を
除
け
ば
､
兼
良
自
身
号
と
し
て
使
用
し
た
形
跡
が
こ
れ
以

外
に
は
な
い
｡
(孤
例
)
で
あ
る
と
い
ふ
点
で
､
｢詞
林
樗
散
｣
と
共
通
し
､
か
つ
そ

れ
が
嘉
吉
3
年
で
あ
る
と
い
ふ
こ
と
か
ら
も
､
こ
れ
を
偶
然
の
符
合
と
考
へ
る
よ

ヽ
ヽ

り
は
､
こ
の
時
期
の
兼
良
の
あ
る
種
の
好
み
と
考
へ
る
べ
き
だ
ら
う
｡

E
i]二
つ
の
兼
良
奥
書
の
関
係

池
田
の
理
解
に
よ
る
と
､
F
と
G
に
付
さ
れ
て
ゐ
る
花
押
は
同

一
の
も
の
で
､従

っ
て
､
G
は
署
名
が
な
い
も
の
の
､
兼
良
に
よ
る
奥
書
で
あ
る
と
い
ふ
こ
と
に
な

る
｡
花
押
が
同

l
の
も
の
で
あ
る
と
い
ふ
判
断
は
､
前
項
Ej
で
の
検
討
を
通
し
て

(

也

)



み
て
も
､
容
認
出
来
る
も
の
で
あ
る
｡
ま
た
､
G
の
み
に
見
え
る
｢嘉
吉
三
年
｣
と

い
ふ
年
号
と
､
F
の
み
に
見
え
る

｢詞
林
樗
散
｣
と
い
ふ
号
と
の
共
存
が
､
違
和

感
の
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
も
､
前
項
で
述
べ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
｡

問
題
は
､
次
の
三
点
｡

○
筆
蹟
が
､
A
-
D
､
E
､
F
､
H
に
あ
つ
て
は
'
同

7
と
断
定
出
来
る
も
の

の
'
G
は
､
他
筆
と
見
た
方
が
良
い
の
で
は
な
い
か
｡

◎
そ
の
他
筆
と
認
定
す
べ
き
G
は
'
既
に
報
告
が
な
さ
れ
て
ゐ
る
通
り
､
恐
ら

く
'
朱
筆
の
上
に
墨
筆
で
以
て
重
書
き
さ
れ
た
､
極
め
て
特
異
な
形
態
を
と

っ
て
ゐ
る
｡

◎
細
か
な
事
に
な
る
が
､
G
･
H
は
'
三
字
程
度
E
･
F
よ
り
下
げ
て
書
か
れ

て
ゐ
る
｡
そ
の
有
意
性
や
如
何
｡

こ
の
三
点
は
'
絡
み
あ
っ
て
ゐ
る
こ
と
が
ら
と
思
ほ
れ
る
の
で
､
分
け
ず
に
以

下
論
じ
て
み
る
｡

奥
書
･識
語
を
朱
筆
を
以
て
記
す
こ
と
は
､
確
か
に
特
異
な
こ
と
で
は
あ
る
が
､

と
い
っ
て
､
類
例
が
絶
無
と
い
ふ
ほ
ど
の
も
の
で
は
な
い
(類
例
を
後
掲
す
る
)｡従

っ
て
'
朱
筆
奥
書
､
と
い
ふ
ス
タ
イ
ル
だ
け
に
､
何
ら
か
の
含
意
が
あ
る
と
考
へ

る
よ
り
は
､

･
何
ゆ
ゑ
当
初
朱
筆
で
奥
書
を
記
し
た
の
か
?

･
何
ゆ
ゑ
(恐
ら
-
は
､
後
に
な
っ
て
)墨
筆
で
重
書
き
を
し
た
の
か
?

と
い
ふ
問
題
設
定
の
方
が
､
よ
り
実
態
に
迫
り
う
る
も
の
と
思
ふ
｡

ま
づ
第

一
の
疑
問
点
､
何
ゆ
ゑ
当
初
朱
筆
で
奥
書

(G
)を
記
し
た
の
か
'
で
あ

る
が
'
他
な
ら
ぬ
兼
良
自
身
に
同
様
の
事
例
を
見
出
し
う
る
｡
そ
れ
は
､
先
に
紹

介
し
た
､
個
人
蔵

『古
筆
手
鑑
』
所
載
伝
兼
良
筆

｢源
氏
物
語
切
｣
末
尾
の
奥
書

で
あ
る
｡
以
下
に
本
文
を
示
し
て
み
よ
う
｡

嘉
吉
第
三
暦
中
秋
廿
九
日
以
親
行
正
本

校
合
了

(花
押
=
兼
良
)

文
安
二
年
七
月
以
為
相
本
校
合
了

以
朱
注
付
了

(27
)

こ
の
切
れ
に
は
､
墨
筆
に
よ
る
勘
注
が
大
量
に
付
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
､恐
ら
-
､

そ
の
注
と
為
相
本
に
よ
る
校
合
結
果
を
区
別
す
る
た
め
朱
筆
で
注
を
施
し
､
(書
き

分
け
が
存
す
る
の
だ
と
注
意
を
喚
起
す
る
た
め
に
)併
せ
て
奥
書
を
も
朱
筆
で
記

し
た
も
の
と
想
像
さ
れ
る
｡

と
す
る
と
､
本
書
の
奥
書
や
静
注
も
､
次
の
や
う
に
ま
づ
は
想
定
す
べ
き
で
は

な
か
つ
た
か
｡

･
兼
良
は
､
嘉
吉
3
年
以
前
の
某
年
'
末
尾
本
文
が
開
け
て
ゐ
る
古
写
本
を
入

手
し
､
尭
草
本
を
以
て
開
文
を
補
写
し
､
勘
注
も
書
き
加
へ
た
｡

･
そ
の
折
に
書
き
つ
け
た
奥
書
が
F
で
､
(こ
と
の
自
然
な
流
れ
と
し
て
)
墨
筆

を
以
て
な
さ
れ
た
｡

･
そ
の
後
嘉
吉
3
年
に
至
り
'
図
ら
ず
も
定
家
自
筆
本
を
借
用
出
来
､
(恐
ら
-
)

朱
筆
を
以
て
校
合
を
施
し
た
｡

･
そ
の
折
に
書
き
つ
け
た
奥
書
が
G
で
､
校
合
結
果
と
同
様
､
朱
筆
を
以
て
な

さ
れ
た
｡

結
論
と
し
て
は
池
田
論
と
大
差
は
な
い
が
'
最
後
の
一
項
目
が
'
小
論
に
て
新

た
に
提
示
し
た
視
点
で
あ
る
(な
は
､
朱
で
付
さ
れ
た
校
合
結
果
は
､
少
数
な
が
ら

も
そ
れ
と
弁
別
出
来
る
｡
節
を
改
め
て
摘
出
し
､
そ
の
意
義
を
考
へ
て
み
た
い
)0

と
な
る
と
､
残
さ
れ
た
疑
問
点
'
｢何
ゆ
ゑ
(恐
ら
-
は
､
後
に
な
っ
て
)墨
筆
で

(28
)

重
書
き
を
し
た
の
か
?
｣
だ
が
､
こ
の
行
為
は
､
兼
良
自
身
に
よ
る
も
の
で
は
な

く
､
後
人
に
よ
っ
て
賢
し
ら
に
な
さ
れ
た
も
の
と
解
き
ざ
る
を
え
な
い
｡
事
実
､
前

掲
の

｢源
氏
物
語
切
｣
の
朱
筆
奥
書
は
､
重
苦
き
さ
れ
る
こ
と
も
な
-
､
朱
筆
の

ま
ま
保
存
さ
れ
て
ゐ
る
｡

こ
こ
に
至
り
我
々
は
､
本
書
に
か
か
は
つ
た
人
物
と
し
て
､
藤
房

･
兼
良
に
続

く
第
三
の
人
物
-
(今
の
と
こ
ろ
は
)名
も
な
き
某
-
を
考
へ
る
べ
き
こ
と
に
な
っ

た
と
い
ふ
訳
で
あ
る
｡
そ
し
て
こ
の
想
定
は
､
先
に
掲
げ
た
疑
問
点
の
内
､
｢筆
疏

が
､
A
-
D
'
E
､
F
'
H
に
あ
つ
て
は
､
同

一
と
断
定
出
来
る
も
の
の
､
G
は
､

他
筆
と
見
た
方
が
良
い
の
で
は
な
い
か
｣
､
こ
れ
に
対
す
る
一
応
の
回
答
た
り
え
て

ゐ
る
｡

と
､
こ
こ
ま
で
来
れ
ば
､
当
然
の
成
り
行
き
と
し
て
､
こ
の
第
三
の
人
物
は
誰

か
､
と
い
ふ
新
た
な
る
難
題
に
立
ち
向
か
は
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
ら
う
｡
こ

の
こ
と
が
ら
は
､勘
注
の
筆
者
の
問
題
と
密
接
に
絡
ん
で
ゐ
る
と
思
は
れ
る
の
で
'

こ
こ
で
は
立
ち
入
ら
な
い
｡

回
奥
書
H
と
'
奥
書
F
･
G
と
の
関
係
に
つ
い
て

(29
)

池
田
論
以
来
'
奥
書
H
も
､
考
察
の
必
要
が
な
い
自
明
の
理
､
と
い
っ
た
扱
ひ

で
､
兼
良
の
手
に
な
る
も
の
と
さ
れ
て
来
た
と
覚
し
い
｡
確
か
に
筆
蹟
は
､
奥
書

F
及
び
そ
れ
以
前
と
同
じ
で
あ
る
か
ら
､
兼
良
筆
と
見
倣
し
て
も
良
さ
さ
う
に
も

思
へ
る
が
､
前
項
で
昏
々
検
討
し
た
通
り
､

一
つ
前
の
奥
書
G
は
も
と
も
と
朱
筆

で
あ
り
､
そ
れ
は
'
奥
書
F
と
の
峻
別
と
い
ふ
意
識
が
働
い
て
の
こ
と
で
あ
ら
う

と
推
定
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
｡
従
っ
て
､
奥
書
H
は
､
そ
れ
ら
と
は
ま
た
新
た
に

書
き
起
こ
さ
れ
た
と
解
き
ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ
る
｡
こ
の
こ
と
は
､
奥
書
F

･

G
に
は
花
押
が
あ
り
､
奥
書
H
に
は
な
い
､
と
い
ふ
現
象
を
矛
盾
な
-
説
明
し
よ

う
｡
1
万
内
容
を
つ
ぶ
さ
に
見
る
と
､
奥
書
G
と
奥
書
H
は
､
と
も
に
定
家
自
筆

本
の
こ
と
に
言
及
し
て
を
り
､
無
関
係
と
断
ず
る
こ
と
も
出
来
兼
ね
る
｡

小
論
で
は
仮
に
､
朱
筆
に
よ
っ
て
奥
書
G
を
記
し
た
後
､
時
を
経
て
(と
い
っ
て

も
定
家
自
筆
本
が
ま
だ
手
元
に
あ
る
内
に
だ
ら
う
か
ら
'
近
接
し
た
時
期
で
は
あ

ら
う
が
)
正
し
く
追
記
さ
れ
た
も
の
と
考
へ
て
お
-
0

○

Ⅰ
(改
丁
シ
テ
)
『三
代
実
録
』
の
業
平
の
記
事
の
抄
出
(省
略
､
古
典
文
庫
･
一

七

一
貫
参
看
)

ー
(改
丁
シ
テ
)
二
条
后
他

『伊
勢
物
語
』
関
係
者
の
略
伝
家
系
(同
右
､

一
七
二

貢
参
看
)

K
(改
丁
シ
テ
一
面
白
紙
､
面
移
シ
テ
)
以
上
伊
勢
物
語
謁
百
九
十
五
首
(同
右
､

一
七
四
頁
参
看
)

在
四
君

L
(
一
行
程
度
空
ケ
テ
)大
和
物
語

業
平
子

滋

春

作
(同
右
)

[考
]こ

れ
ら
の
巻
末
注
記
の
内
､
I
l
は
､
A
-
D
E
F
H
な
ど
と
同
じ
筆
蹟
で
あ

る
が
'
J
の
最
終
行
(小
野
小
町
-
-
七
条
后
/
官
女
也
)
と
L
は
別
筆
で
､
し
か

も
'
同

一
筆
蹟
の
蓋
然
性
が
高
い
と
思
は
れ
る
｡
た
だ
し
､
K
は
や
や
大
振
り
の

文
字
で
あ
り
'
筆
勢
が
ど
こ
と
な
-
独
特
で
あ
る
と
も
い
へ
､
更
に
別
筆
の
可
能

性
は
な
ほ
残
る
｡

○

以
上
'
極
め
･
奥
書

･
識
語

･
注
な
ど
に
つ
い
て
検
討
を
加
へ
て
来
た
が
､
筆

蹟
と
い
ふ
観
点
で
､
今
ま
で
述
べ
て
来
た
こ
と
を
整
理
し
て
み
よ
う
｡



JI

L

※
最
終
行
を
除
く

ム

I

筆
者

･
丙

※
l
ノ
最
終
行
ノ
ミ

K

I

筆
者

･
丙
?
丁
?

L

-

筆
者

･
丙
(?
)

こ
の
や
う
に
､
非
常
に
入
り
組
ん
だ
様
相
を
呈
し
て
ゐ
る
｡
し
か
も
'
(次
節
以

下
で
詳
述
す
る
こ
と
に
な
る
が
)
こ
の
い
づ
れ
の
筆
蹟
も
'兼
良
筆
と
は
認
め
ら
れ

な
い
､
と
い
ふ
､
極
め
て
厄
介
な
事
態
に
立
ち
至
っ
て
ゐ
る
｡

I H G

I

筆
蹟

･
乙

※
但
シ
当
初
ノ
墨
書
ノ
筆
蹟
ハ
存
疑
(甲
?
)

]

絹
柑
;
.,.:
jl.声

I

四
､
朱
筆
に
よ
る
勘
注

本
書
に
お
け
る
朱
に
よ
る
書
入
れ
は
､
例

へ
ば
､
『伊
勢
物
語
』
の
写
本
で
広
く

見
ら
れ
る
や
う
な
､
章
段
冒
頭
の
合
点
(＼
)
が
そ
の
大
部
分
を
占
め
る
｡
こ
れ
以

外
の
も
の
と
な
る
と
､
そ
れ
ほ
ど
多
-
は
な
い
｡
そ
こ
で
以
下
､
煩
を
厭
は
ず
､
そ

(30
)

の
全
て
を
掲
げ
て
み
る
｡
な
は
所
在
は
､
古
典
文
庫
の
貢
数

･
行
数
で
示
し
た
｡

一
五
貢
七
行
目

1
六
貢
四
行
目

一
八
貢
四
行
目

同

五
行
目

二
二
貢
六
行
目

二
四
頁
三
行
目

同

七
行
目

二
六
貢
二
行
目

三
六
真

一
行
目

三
七
貢
九
行
目

三
九
貢
四
行
目

同

六
行
目

四
一
貢
四
行
目

四
三
貢

1
行
目

四
六
貢
八
行
目

四
八
頁
七
行
目

同

同

五
〇
貢
八
行
目

六
五
貢
四
行
目

二

〇

)

を
～
ひ
て
1

｢
1
｣
の
上
に
朱
に
て
点
を
打
ち
右
傍
に

｢
お
｣

(31)

な
け
と
も
1

｢も
｣
の
上
に
朱
に
て
点
を
打
ち
右
傍
に

｢も
｣

な
み
か
な
1
こ
の
後
に
朱
に
て
続
け
て

｢と
な
む
｣

昔
お
と
こ
1
右
傍
に
朱
に
て

｢よ
か
り
け
る
｣

ウ･
ワ一

天
部
余
白
に
朱
に
て

｢自
筆
本
｣

い
ひ
け
れ
は
1
右
傍
に
朱
に
て

｢
ふ
を
き
～
て
｣

(32
)

?

わ
た
り
す
き
て
1
右
傍
に
朱
に
て
｢定
家
卿
自
筆
本
在
｣

と
こ
ろ
1
右
傍
に
朱
に
て

｢定
本
有
之
｣

(33
)

ま
た
1
右
傍
に
朱
に
て

｢
又
｣

と
も
み
ゆ
1

｢も
｣
の
上
に
朱
に
て
点
を
打
ち
右
傍
に

｢も
｣

よ
そ
の
み
1

｢そ
｣
と

｢
の
｣
の
間
に
朱
に
て

｢
に
｣

(34)

あ
ま
た
1

｢ま
た
｣
の
右
傍
に
朱
に
て

｢又
｣

(35)
お
も
ひ
て
1

｢
て
｣
の
上
に
朱
に
て
点
を
打
ち
右
傍
に

｢
て
｣

(36)
な
か
め
お
り
1

｢
お
｣
の
上
に
朱
に
て
点
を
打
ち
右
傍

に

｢を
｣

(37)
ち

よ

を
1

｢
ち
よ
｣
の
右
傍
に
朱
に
て

｢千
世
｣

か
-
い
ひ
く

て
1

｢
か
-
｣
の
右
傍
に
朱
に
て

｢な

と
｣

け
り
と
し
1

｢り
｣
と

｢と
｣
の
間
に
朱
に
て

｢
さ
て
｣

(38)
う
ち
と
け
て
1

｢
て
｣
の
右
傍
に
朱
に
て

｢
て
｣

か
と
1

[上

･
下
(渇
)]
の
声
点
､
仮
名
左
に
打
た
る

二
二
七
貢
四
行
目

み
た
る
1

[下
(濁
)]
の
声
点
'
｢
か
｣
の
左
に
打
た
る

一
四
五
貢
六
行
目

-
せ
ち
1

[下

･
上
(渇
)
･
上
]
の
声
点
打
た
る

こ
れ
以
外
に
も
､
墨
に
よ
る
注
記
部
分
に
朱
点
が
打
た
れ
て
ゐ
る
場
合
な
ど
が

あ
り
､
こ
こ
に
掲
げ
た
も
の
が
朱
に
よ
る
書
入
れ
の
全
て
で
は
な
い
｡
け
れ
ど
も
､

惣
じ
て
い
へ
る
傾
向
は
､
『伊
勢
物
語
』
の
前
半
に
多
く
見
ら
れ
､
後
半
に
は
少
な

く
な
っ
て
ゐ
る
と
い
ふ
点
で
あ
る
｡
上
に
掲
げ
た
範
囲
で
い
ふ
と
､
兼
良
が
亮
孝

本
に
よ
っ
て
補
筆
し
た
部
分
に
は
､朱
に
よ
る
勘
注
は

一
例
を
除
き
存
し
な
い
｡
こ

れ
は
､
亮
孝
本
と
定
家
自
筆
本
と
の
間
に
､
勘
注
を
加

へ
る
ま
で
の
相
違
が
認
め

ら
れ
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
ら
う
｡

以
上
の
事
例
か
ら
'
前
節
で
示
し
た
見
通
し
-
そ
の
後
嘉
吉
3
年
に
至
り
､
図

ら
ず
も
定
家
自
筆
本
を
借
用
出
来
'
恐
ら
-
朱
筆
を
以
て
(校
合
を
施
し
た
/
そ
の

折
に
書
き
つ
け
た
)奥
書
が
G
で
､
校
合
結
果
と
同
様
､
朱
筆
を
以
て
な
さ
れ
た
-

は
､
あ
る
程
度
補
強
し
え
た
か
と
思
ふ
｡

本
文
冒
頭

～
古
典
文
庫

二

三
八
頁

･
六
行
目

｢な
み
い
と
た
か
し
｣

伝
藤
房
筆

同

･
同
頁

･
六
行
目

｢
つ
と
め
て
そ
の
家
の
｣

～
本
文
末
尾
-
-
-
兼
良
筆

勘
注

第
三
者
ノ
筆

五
､
墨
筆
に
よ
る
勘
注
の
筆
者

-

兼
良
か
他
者
か
-

奥
書
F
の
記
述
に
よ
れ
ば
'
本
書
に
見
え
る
墨
書
の
勘
注
の
大
本
は
､
尭
孝
本

に
朱
筆
で
書
き
込
ま
れ
て
ゐ
た
勘
注
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
｡
ま
た
奥
書
H
に
よ

れ
ば
､
そ
れ
ら
の
勘
注
に
対
し
て
､
定
家
自
筆
本
に
は
存
し
な
い
こ
と
を
根
拠
に
､

(39)

後
人
の

｢虚
誕
｣
事
で
あ
っ
て
､
信
ず
べ
か
ら
ざ
る
も
の
で
あ
る
と
兼
良
は
判
断

し
た
や
う
だ
｡

本
書
を
仔
細
に
見
る
と
､
本
文
部
分
に
関
し
筆
蹟
は
三
種
と
見
る
の
が
妥
当
だ

と
考

へ
る
｡
即
ち
'

と
見
倣
す
べ
き
だ
と
思
ふ
｡
従
来
勘
注
を
も
'
奥
書
の
記
事
を
信
用
し
て
で
あ
ら

う
､
兼
良
筆
と
認
定
し
て
来
た
が
､
影
印
を
熟
視
す
れ
ば
何
人
と
い
ヘ
ビ
も
直
ち

に
察
せ
ら
れ
る
如
-
､
兼
良
筆
の
本
文
と
勘
注
と
は
､
別
筆
と
断
じ
ら
れ
て
し
か

る
べ
き
も
の
で
あ
る
｡
兼
良
の
筆
蹟
は
､
他
の
真
跡
が
さ
う
で
あ
る
や
う
に
'
俊

成
ぼ
り
の
鋭
角
的
な
筆
法
で
あ
り
､
一
見
し
て
そ
れ
と
分
か
る
鉢
の
も
の
で
あ
る
0

一
方
勘
注
も
'
右
一層
下
が
り
の
､
あ
へ
て
類
似
例
を
求
む
れ
ば
'
定
家
様
の
そ
れ

で
あ
っ
て
､
弁
別
は
影
印
か
ら
で
も
容
易
で
あ
ら
う
｡

し
か
も
こ
こ
で
留
意
し
た
い
の
は
'
こ
の
勘
注
の
筆
蹟

1
右
肩
下
が
り
の
定
家

樵
-
と
'
奥
書
に
お
け
る
筆
蹟

･
甲
と
が
､
同
筆
と
思
は
れ
る
こ
と
で
あ
る
｡

l

方
述
べ
た
如
-
､
勘
注
は
兼
良
筆
と
は
見
倣
し
難
い
の
で
あ
る
｡
従
っ
て
こ
こ
か

ら
導
き
出
し
う
る
帰
結
は
た
だ

一
つ
'

兼
良
な
ら
ぬ
某
は
､
(奥
書
を
信
ず
る
限
り
､
亮
草
本
に
施
さ
れ
て
ゐ
た
)勘

注
を
(転
記
す
る
形
で
)施
し
､
か
つ
､
兼
良
自
身
の
文
言
を
も
含
む
奥
書
の
､

そ
の
大
部
分
を
記
し
た

と
い
ふ
も
の
で
あ
ら
う
｡

本
書
に
兼
良
の
手
が
全
く
入
っ
て
ゐ
な
い
の
な
ら
ば
問
題
は
生
じ
な
い
｡
筆

蹟
･甲
を
書
写
者
の
一
人
と
見
倣
せ
ば
良
い
だ
け
で
あ
る
｡
と
こ
ろ
が
本
書
に
は
､

紛
れ
も
な
く
兼
良
自
筆
の
勢
語
本
文
が
(奥
書
の
記
述
と
キ
チ
ン
と
対
応
し
て
)混

在
し
て
を
り
､
か
つ
､
本
来
な
ら
ば
兼
良
自
身
に
よ
っ
て
な
さ
る
べ
き
勘
注
や
奥

香
(の
一
部
)
が
､
別
人
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
ゐ
る
､
と
い
ふ
奇
怪
な
事
態
が
厳
然

寧

こ



と
こ
こ
に
か
う
存
す
る
こ
と
に
な
る
｡

我
々
は
嫌
で
も
こ
の
筆
蹟

･
甲
の
主
と
兼
良
と
の
関
係
を
考

へ
ね
ば
な
ら
な
く

な
っ
た
と
覚
し
い
｡

一
条
家
関
係
者
で
定
家
様
の
人
物
､
と
な
る
な
ら
ば
､
直
ち
に
､
兼
良
の
息

･

(40)
教
房
が
想
起
さ
れ
る
｡
多
-
の
古
筆
鑑
定
家
達
に
よ
っ
て
教
房
筆
と
見
倣
さ
れ
て

ゐ
る
源
氏
物
語
切
は
'
手
鑑
類
に
多
数
押
さ
れ
て
ゐ
て
､
格
別
稀
親
に
属
す
る
も

の
で
は
な
い
｡
け
れ
ど
も
'
教
房
自
筆
と
断
じ
う
る
資
料
は
'
意
外
と
少
な
い
の

で
あ
る
｡
筆
者
が
知
り
得
た
も
の
は
'
僅
か
に
'
以
下
の
通
り
｡

(41)
某
家
蔵
教
房
自
筆
短
冊

(42)
伏
見
宮
旧
蔵

『短
冊
手
鑑
』
所
収
自
筆
短
冊

(43)
三
井
文
庫
蔵

冒
同
案
帖
』
所
収

｢
一
条
教
房
御
内
書
｣

(44)
保
坂
潤
治
蔵

『筆
陣
上
』
所
収
自
筆
短
冊

こ
れ
ら
の
自
筆
資
料
か
ら
察
す
る
限
り
､
確
か
に
教
房
は
定
家
様
の
早
い
時
期

の
実
践
者
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺

へ
る
｡

以
上
の
論
点
を
結
び
つ
け
れ
ば
､

勘
注
の
筆
者
=
奥
書
に
お
け
る
筆
蹟

･
甲
の
筆
者

(45)

を

一
条
家
内
部
で
擬
す
る
限
り
､
教
房
が
最
も
自
然
な
引
き
当
て
と
な
る
｡

こ
と
は
筆
蹟
の
同
定
だ
か
ら
､
む
ろ
ん
､
確
定
な
ど
は
出
来
ず
､
話
は
唆
味
な

ま
ま
終
は
ら
ざ
る
を
え
な
い
｡
し
か
し
仮
に
こ
の
想
定
が
正
し
い
と
す
る
と
'
た

だ
ち
に
'
次
な
る
問
題
が
派
生
し
て
来
る
の
だ
｡

そ
の
間
題
を
我
々
に
突
き
つ
け
る
資
料
は
'
既
に
､
『日
本
古
典
文
学
大
辞
典
』

(46)

な
ど
で
そ
の
存
在
は
報
告
さ
れ
て
ゐ
た
､
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
兼
良
自
筆

『伊

(47)

勢
物
語
愚
見
抄
』
(下
巻
の
み
の
零
本
)
で
あ
る
｡
片
桐
洋

一
は
該
書
を
(恐
ら
-
は

(

≡

)

全
巻
に
わ
た
っ
て
)兼
良
自
筆
と
認
定
し
て
ゐ
る
｡確
か
に
兼
良
自
筆
を
含
む
と
は

思
は
れ
る
が
､
小
論
の
筆
者
な
り
に
再
度
点
検
し
て
み
れ
ば
､
必
ず
し
も
さ
う
単

純
に
は
い
ひ
切
れ
ぬ
感
触
を
持
つ
の
も
事
実
で
あ
る
｡
筆
者
な
り
の
見
解
を
示
せ

ば
､
以
下
の
如
し
｡

伊
勢
物
語

本文ノ
大
部
分
-
-
兼
良
筆

(48
)

伊
勢
物
語

本文ノ
或
部
分
-
-
兼
良
筆

(49
)

伊
勢
物
語

定家本
奥
書
集
成
-
兼
良
筆

(50
)

奥
書
Ⅰ
(

文明6
年
)
-
-
-
-
兼
良
筆

(51
)

奥
書
Ej
(
文明8
年
)
-
-
･･･-
兼
良
筆

〔A
〕

〔B
〕
ま
た
は
他
筆

〔A
〕

〔B
〕
ま
た
は
他
筆

〔〃
〕

〔C
〕

〔D
〕

こ
こ
で
い
ふ
兼
良
筆

〔A
-
D
〕
は
'
も
ち
ろ
ん
､
複
数
の
兼
良
が
存
在
し
て

ゐ
た
と
い
ふ
こ
と
を
い
は
ん
と
し
て
ゐ
る
の
で
は
な
-
'
そ
の
時
々
に
兼
良
が
華

道
ひ
を
変
化
さ
せ
て
ゐ
た
の
で
は
な
い
か
､
と
い
ふ
こ
と
を
い
は
ん
と
し
て
ゐ
る

の
で
あ
る
｡

た
だ
し
'
本
文
の
1
部
と
定
家
本
奥
書
集
成
の
部
分
は
､
兼
良
筆
と
も
考

へ
ら

れ
な
く
も
な
い
が
､
他
筆
と
見
た
方
が
自
然
で
は
な
い
か
と
も
思
ふ
｡
扱
ひ
が
極

め
て
厄
介
な
も
の
で
あ
る
｡
そ
し
て
'
こ
の

兼
良
筆

〔B
〕
ま
た
は
他
筆

〔〃
〕

が

､
勘
注
の
筆
者
=
奥
書
に
お
け
る
筆
蹟

･
甲
の
筆
者

と
ほ
ぼ
同
筆
と
断
定
出
来
る
の
で
あ
る
｡
特
に
'
定
家
本
奥
書
集
成
部
分
は
､
例

の
右
肩
下
が
り
の
極
め
て
特
色
あ
る
も
の
で
あ
っ
て
､
(写
真
版
の
み
に
よ
る
比
較

で
あ
る
と
い
ふ
難
点
は
あ
る
も
の
の
)完
全
に
同

一
筆
蹟
と
断
じ
て
間
違
ひ
な
い

も
の
と
確
信
す
る
｡

定
家
本
奥
書
集
成
部
分
が
書
写
さ
れ
た
の
は
'
奥
書
Ⅰ
か
ら
見
て
､
文
明
六
年

二

四
七
四
)
以
前
､
恐
ら
-
は
奥
書
Ⅰ
が
書
き
つ
け
ら
れ
た
直
前
-
即
ち
､
再
稿

本
『愚
見
抄
』
の
実
質
的
な
成
立
と
同
時
I
と
見
る
他
あ
る
ま
い
.
と
こ
ろ
が
'
教

房
は
､
応
仁
二
年
(
一
四
六
八
)'
応
仁
の
乱
を
避
け
て
土
佐
に
下
向
し
て
し
ま
っ

て
ゐ
て
そ
の
当
時
兼
良
の
疎
開
先
南
都
に
は
を
ら
ず
､
少
な
-
と
も
､
兼
良
が
南

都
で
染
筆
し
た
で
あ
ら
う
再
稿
本

『伊
勢
物
語
愚
見
抄
』
に
'
直
接
な
に
が
し
か

の
文
章
を
書
き
足
す
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
ら
う
と
推
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
｡
も

ち
ろ
ん
､
南
都

1
条
本
家
と
土
佐

1
条
家
と
の
間
を
､
該
書
が
何
度
か
往
復
し
､
定

家
本
奥
書
集
成
の
部
分
な
ど
を
土
佐
に
お
い
て
教
房
が
善
し
た
と
い
ふ
可
能
性
は

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

残
さ
れ
よ
う
が
､
し
か
し
､
そ
れ
は
余
り
に
も
為
に
す
る
議
論
の
や
う
に
思
ふ
｡
ま

づ
そ
の
や
う
な
こ
と
は
現
実
に
は
あ
り
え
ま
い
｡

さ
て
､
こ
こ
に
至
り
'
論
は
行
き
詰
ま
り
の
状
況
と
な
っ
て
来
た
｡

こ
の
陸
路
を
突
破
し
う
る
考

へ
方
は
､
当
面
'
こ
の
や
う
な
も
の
し
か
な
い
と

考

へ
る
｡

①
兼
良
は
裏
書
期
'
某
筆
の

『伊
勢
物
語
』
古
写
本
を
入
手
し
た
｡

②
そ
の
古
写
本
は
､
本
文
末
尾
が
開
け
て
ゐ
る
零
本
で
あ
っ
た
｡

③
た
だ
し
､
閲
文
の
量
に
相
応
す
る
料
紙
は
､
既
に
綴
ぢ
込
ま
れ
て
ゐ
た
｡
従

っ
て
､何
ら
か
の
事
情
で
'書
写
が
途
中
で
や
め
ら
れ
た
も
の
と
覚
し
い
｡
(I

物
理
的
な
欠
損
と
は
考

へ
な
い
)

④
閑
文
を
補
ふ
た
め
､
尭
孝
筆

『伊
勢
物
語
』
に
よ
っ
て
､
兼
良
自
身
が
補
筆

し
た
｡

⑤
亮
孝
本
に
は
多
数
の
勘
注
が
朱
で
書
き
加

へ
ら
れ
て
ゐ
た
｡

⑥
兼
良
は
右
筆

･
某
に
､
尭
孝
本
勘
注
を
墨
筆
で
転
記
さ
せ
た
｡

⑦
同
時
に
兼
良
は
､
右
筆
･
某
に
､
勘
物
･
定
家
本
奥
書
な
ど
を
も
転
写
さ
せ
､

兼
良
自
身
の
手
に
よ
る
奥
書
も
､
(奥
書
本
文
を
作
成
の
上
そ
れ
を
)右
筆

･

某
に
転
記
さ
せ
た
｡
花
押
だ
け
は
自
ら
で
書
き
加

へ
た
｡

⑧
兼
良
は
､
そ
の
後
嘉
吉
3
年
に
至
り
定
家
自
筆
本

『伊
勢
物
語
』
を
借
用
し

た
｡

⑨
定
家
本
と
の
対
校
結
果
を
朱
筆
で
加

へ
､
奥
書
も
､
⑦
の
奥
書
と
区
別
す
る

べ
-
､
朱
筆
で
書
き
加

へ
た
｡
こ
の
加
筆
'
兼
良
自
身
に
よ
っ
て
か
､
右
筆
･

某
に
よ
っ
て
か
は
､
弁
別
し
難
い
｡
最
後
に
花
押
の
み
自
筆
で
書
き
加

へ
た
｡

⑩
⑨
の
加
筆
直
後
､
定
家
本
に
勘
注
が
な
い
こ
と
を
付
記
し
'
尭
草
本
勘
注
の

質
の
低
劣
さ
に
(改
め
て
?
)気
付
く
こ
と
に
な
り
､
今
度
は
墨
筆
で
､
そ
の

こ
と
を
書
き
加

へ
た
｡
こ
の
折
は
､
無
署
名

･
無
花
押
と
し
た
｡

⑪
そ
の
後
更
に
､
(兼
良
の
指
導
の
も
と
に
､
で
あ
ら
う
)右
筆
･某
は
､
『類
衆

国
史
』
な
ど
か
ら
業
平
の
伝
記
資
料
を
転
記
し
､
巻
末
に
付
加
し
た
｡

⑫
時
期
は
不
明
で
あ
る
が
､
右
筆

･
某
は
､
恐
ら
-
己
が
判
断
に
よ
っ
て
で
あ

ら
う
が
､兼
良
の
朱
筆
奥
書
を
墨
筆
に
よ
っ
て
上
書
し
た
(た
だ
し
こ
の
項
存

疑
と
す
べ
き
か
)0

*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*

⑩
後
年
(恐
ら
-
は
文
明
6
年
か
そ
の
前
年
に
)
'
兼
良
は
'
疎
開
先
の
南
都
で
'

再
稿
本

『伊
勢
物
語
愚
見
抄
』
を
編
み
'
本
文
を
ま
づ
自
身
で
書
し
た
｡

⑭
続
い
て
､
本
文
の
一
部
(た
だ
し
こ
れ
は
存
疑
)
及
び
巻
末
の
定
家
本
奥
書
等

を
'
右
筆

･
某
に
書
写
さ
せ
た
｡

⑮
文
明
6
年
と
文
明
8
年
の
二
度
､
兼
良
自
身
で
､
奥
書
を
書
き
加

へ
た
｡

(52)

こ
の
や
う
に
'
右
筆
と
い
ふ
存
在
を
想
定
し
て
み
た
の
で
あ
る
｡

1
条
家
に
右

筆
が
ゐ
た
と
い
ふ
確
た
る
証
拠
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
｡
し
か
し
い
や
し
く
も
摂

家
の
一
､
文
書
の
発
給
だ
け
で
も
相
当
量
に
及
ん
だ
で
あ
ら
う
こ
と
は
想
像
に
難

筆

喜



く
な
く
､
ま
た
'
彪
大
な
蔵
書
を
誇
っ
た
か
の
桃
華
坊
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
で
あ
ら

う
大
量
の
書
写
本
の
そ
の
悉
-
を
､
兼
良
や
教
房
だ
け
で
も
の
し
え
た
と
も
考
へ

に
く
く
､
こ
と
の
必
然
と
し
て
､
右
筆
が
ゐ
た
と
し
て
も
､
何
ら
不
思
議
で
は
あ

る
ま
い
｡
た
だ
以
上
の
や
う
に
想
定
す
る
と
こ
ろ
の
右
筆
は
､
た
だ
転
記

･
転
写

す
れ
ば
良
い
だ
け
で
は
な
-
､
相
当
に
古
典
学
に
通
暁
し
て
ゐ
る
必
要
が
あ
る
｡従

っ
て
､
本
来
な
ら
ば
'
一
条
家
の
内
部
に
そ
の
人
を
求
め
る
の
が
筋
で
は
あ
る
が
､

既
述
の
通
り
､
教
房
は
候
補
か
ら
は
ず
れ
る
｡
他
に
擬
し
う
る
人
物
も
ゐ
な
い
の

(53)

で
'
右
筆
を
想
定
し
て
み
た
わ
け
で
あ
る
｡

な
は
こ
の
右
筆
の
姿
を
､
今

一
つ
の
資
料
か
ら
も
窺
ふ
こ
と
が
出
来
る
｡
そ
れ

は
第
三
節
で
紹
介
し
た
伝
兼
良
筆
｢源
氏
物
語
切
｣
で
あ
る
｡
こ
の
古
筆
切
は
､
小

松
茂
美
に
よ
っ
て
､
三
葉
紹
介
さ
れ
て
ゐ
る
｡
即
ち
､

･
青
蓮
院
旧
蔵
古
筆
手
鑑

｢も
し
の
関
｣
所
収

｢源
氏
物
語
切
｣

･
石
川
県
立
図
書
館
蔵
古
筆
手
鑑
所
収

｢源
氏
物
語
切
｣

･
個
人
蔵
古
筆
手
鑑
所
収

｢源
氏
物
語
切
｣

の
三
点
だ
が
､
こ
の
い
づ
れ
に
も
'
墨
筆
に
よ
る
と
思
は
れ
る
勘
注
が
あ
り
､
例

の
右
肩
下
が
り
･定
家
様
の
筆
蹟
で
あ
る
｡
個
人
蔵
古
筆
手
鑑
所
収
古
筆
切
に
は
'

嘉
吉
三
年

･
文
安
二
年
の
兼
良
自
筆
識
語
が
見
え
る
の
で
､
そ
の
前
後
に
書
き
込

ま
れ
た
勘
注
と
覚
し
く
'
本
書
勘
注
が
施
さ
れ
た
時
期
と
重
な
る
こ
と
に
な
る
｡

さ
て
'
以
上
の
仮
説
が
正
し
い
と
す
る
と
'
こ
の
右
筆
は
､
兼
良
40
歳
前
後
の

壮
年
の
頃
か
ら
70
歳
を
超
え
る
晩
年
に
至
る
ま
で
､
兼
良
の
側
近
-
に
仕
へ
'
南

都
疎
開
中
も
つ
き
従
ひ
'
兼
良
の
書
写
活
動
を
輔
佐
し
た
こ
と
に
な
る
｡

(54)

近
時
､
定
家
の
周
辺
に
は
､
定
家
様
を
能
-
す
る
複
数
の
女
房
が
ゐ
て
､
書
写

活
動
を
輔
佐
し
て
ゐ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
つ
つ
あ
る
が
､規
模
こ
そ
異
な
れ
､

(

一
票

兼
良
の
周
辺
に
お
い
て
も
､
同
様
の
こ
と
が
な
さ
れ
て
ゐ
た
と
し
て
も
'
さ
ほ
ど

不
思
議
で
は
あ
る
ま
い
｡

六
'
勘
注
の
出
自
と
そ
の
学
史
的
意
義

最
後
に
､
本
書
の
勘
注
の
性
格
を
検
討
し
て
み
る
｡
小
論
の
筆
者
は
勘
注
の
そ

の
こ
と
ご
と
-
を
調
査
し
尽
-
し
た
わ
け
で
は
な
-
､
確
言
は
出
来
兼
ね
る
も
の

の
､
本
書
の
勘
注
の
多
数
部
分
は
､
冷
泉
家
流
伊
勢
物
語
抄
に
近
似
し
た
ゐ
る
と

(55
)

(56)

は
い
へ
る
と
思
ふ
｡
こ
の
種
の
弁
別
作
業
に
に
い
て
'
片
桐
洋

一
･
山
口
勇
二
が

作
成
し
た
対
照
表
が
出
来
上
っ
て
ゐ
る
の
で
'
そ
の
表
に
本
書
勘
注
を
付
加
し
っ

つ
対
比
し
て
み
よ
う
｡

《勘
注
対
照
表
》

〝 〃10〃 〃 〝 〝 9 8 7 6 4 1 .段

器 有 有 都 司 関 下 武 有 東 非 皇 兄 正
量 常 常 取 宣 白 総 蔵 常 山 摂 太 弟 徹

也 女 式 事 守 守 ヲ 津 后 也 自
蔵 口 也 遠 長 云 国 官 紀 署

守 伝 経 良 也 染 有 管

也 左 中 其 殿 常 i

中 納 所 后 女 筆

将 言 口 也 二 本

伝 人 勘

也 注

翌 夏 霊 室 … … 毒 等 喜 芋 窪 蓋 蓋 伝良

蔵 遠 長 云 国 官 紀 経

筆
ナ 丑

I) 中 堕 所 染 女 本

ケ 好 青 口 二 勘
ル 也 伝 后 人

也 也 也 注

器 有 有 都 司 関 下 武 紀 東 非 皇 兄 本書

量 常 常 取 宣 自 給 蔵 有 山 摂 太 弟

也 女 武 口 ノ 守 守 常 也 津 后 也

蔵 伝 事 遠 長 国 官 紀

守 也 経 良 其 也 有

也 左 中 所 染 常

ケ 中 納 口 殿 女

ル 将 言 伝 后 二

ナ 也 也 人

冒
頭
の
10
段
を
比
較
し
た
に
過
ぎ
な
い
が
､
こ
の
比
較
か
ら
だ
け
で
も
'
そ
の

同

一
性
た
る
や

一
目
瞭
然
で
ら
う
｡
細
か
な
表
現
の
一
致
ま
で
認
め
ら
れ
る
ゆ
ゑ
､

こ
れ
ら
の
勘
注
の
諸
元
は
､
あ
る

1
つ
の

″文
献
″
で
は
な
か
ら
う
か
と
も
想
像

さ
れ
る
｡

本
書
の
勘
注
の
出
自
は
､
お
は
よ
そ
見
当
が
付
い
た
の
だ
が
､
と
な
る
と
､
直

ち
に
次
な
る
疑
念
が
浮
か
び
上
が
る
｡

(57)
後
年
'
あ
れ
ほ
ど
､
冷
泉
家
流
伊
勢
学
を
罵
言

･
批
判
し
た
兼
良
が
､
尭
孝

本
勘
注
の
転
写
と
は
い
へ
､
結
果
的
に
､
冷
泉
家
流
伊
勢
学
の
影
響
ま
こ
と

に
色
濃
き
勘
注
を
､
己
が
手
で
完
成
さ
せ
た
こ
の
古
写
本
に
鎮
め
た
の
は
､何

故
だ
ら
う
か
?

前
節
で
は
､

朱
筆
に
よ
る
加
筆
直
後
､
定
家
本
に
勘
注
が
な
い
こ
と
を
付
記
L
t
尭
孝
本

勘
注
の
質
の
低
劣
さ
に
(改
め
て
?
)気
付
-
こ
と
に
な
り
､今
度
は
墨
筆
で
､

そ
の
こ
と
を
書
き
加
へ
た
｡
こ
の
折
は
､
無
署
名

･
無
花
押
と
し
た
｡

(班)

と
述
べ
た
が
'
｢低
劣
｣
と
判
断
す
る
こ
と
は
'
実
は
'
さ

う

難
し
い
こ
と
で
は
な

い
｡
兼
良
ほ
ど
の
学
識
が
あ
れ
ば
､
静
注
で
程
々
引
き
当
て
ら
れ
て
ゐ
る
歴
史
的

事
象
を
､
た
だ
ち
に
胡
散
臭
い
も
の
と
察
知
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
っ
た
ら
う
｡

む
ろ
ん
､
冷
泉
家
流
勢
語
学
を
､
(書
物
と
し
て
で
あ
ら
う
と
'
勘
注
と
い
っ
た

ヽ
ヽ

形
で
あ
ら
う
と
)自
家
の
内
に
所
有
す
る
こ
と
ま
で
､兼
良
と
て
忌
避
し
た
と
は
考

へ
に
く
い
｡
従
っ
て
､
本
書
の
如
き
も
の
が
､
兼
良
自
身
が
そ
の
成
立
に
加
担
し

て
ま
で
一
条
家
内
部
で
成
立
し
伝
来
し
て
ゐ
た
と
し
て
も
､
不
可
思
議
と
い
ふ
に

は
あ
た
る
ま
い
｡

(59)

こ
と
の
真
相
は
､
存
外
､
亮
孝
本
勘
注
に
よ
っ
て
､
兼
良
が
(初
め
て
か
ど
う
か

は
分
か
ら
な
い
に
し
て
も
)冷
泉
家
流
勢
語
学
の
片
鱗
を
知
る
契
機
で
あ
っ
た
､
と

い
ふ
こ
と
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
｡
こ
の
時
か
ら
20
年
を
経
て
､
勢
語
学
に

お
い
て
エ
ポ
ッ
ク
た
り
し

『伊
勢
物
語
愚
見
抄
』
が
成
立
す
る
た
め
の
､
避
け
て

は
通
れ
ぬ
一
階
梯
で
あ
っ
た
と
み
た
い
｡

七
㌧
を
は
り
に

本
書
の
如
-
､
本
文

･
勘
注

･
奥
書

･
識
語

･
重
書
き
等
で
､
筆
蹟
が
微
妙
に

異
な
り
､
簡
単
に
は
解
析
し
き
れ
な
い
文
献
は
'
決
し
て
稀
で
は
な
い
｡
ま
た
こ

の
間
題
は
､
単
に
､
書
誌
学
的
観
点
か
ら
だ
け
で
は
容
易
に
解
決
出
来
な
い
側
面

が
あ
り
､
取
り
扱
ひ
に
は
野
心
の
注
意
と
考
察
と
を
要
す
る
も
の
で
あ
る
｡
小
論

は
､
吉
田
幸

一
が
我
々
に
提
供
し
て
-
れ
た

一
影
印
だ
け
か
ら
､
ど
こ
ま
で
そ
の

実
態
に
迫
り
う
る
か
､
と
い
ふ
課
題
の
演
習
レ
ポ
ー
ト
に
過
ぎ
な
い
｡
今
後
原
本

の
実
地
調
査
と
い
ふ
傷
倖
に
恵
ま
れ
れ
ば
､
更
な
る
考
究
に
努
め
て
み
た
い
と
念

じ
て
ゐ
る
｡

注

(-
)

当
該
拙
稿
の
初
出
は
､
｢
一
条
家
関
係
者
の
記
し
た
奥
書
･識
語
･注
記
を
持
つ
古
典
籍
に

つ
い
て
｣
(『埼
玉
大
学
紀
要

[人
文
科
学
篇
]』
41
-
93
･
3
)｡

(2
)

か
う
判
断
し
た
根
拠
･
経
緯
は
後
述
｡

(3
)

大
津
の
判
断
は
､池
田
亀
鑑
の
考
証
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
こ
と
が
'後
に
判
明
し
た
｡後

述
｡

以
下
の
根
拠
以
外
に
も
傍
証
を
求
め
得
た
｡
後
述
｡

後
述
す
る

『古
典
文
庫
』
に
お
い
て
｡

例
へ
ば
､
｢東
京
都
立
中
央
図
書
館
-
-
昭
和
四
八
年
一
月
に
､
-
-
開
館
し
た
｡蔵
書
は
､

日
比
谷
図
書
館
よ
り
移
動
｡
-
-
特
別
文
庫
室
の
約
二
〇
万
点
の
特
殊
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

-
-
｣
(地
方
史
研
究
協
議
全
編
『歴
史
資
料
保
存
機
関
総
覧
[増
補
改
訂
版
]』
〔山
川
出

版
社
=
90
･
10〕
三
二

貢
)と
い
っ
た
記
述
な
ど
か
ら
｡

(

7
)

反
町
茂
雄

≡
古
書
韓
の
思
い
出
4

激
流
に
樟
さ
し
て
』
(平
凡
社
=
89
･8
)
四
一
六

-
1
七
頁
｡
な
ほ
､
後
文
で
述
べ
る
如
く
､
同
書
四
〇
四
～
四
三
三
貢
に
か
け
て
､
こ
の

(

三

)
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折の桃菌文庫･紅梅文庫蔵本の売却に関する記述が見られ､『弘文荘待要古書

目』に本書が見えぬ理由も明らかにされてゐる｡

実隆筆と断ずる根拠は､後掲する極めによるものと思はれる｡極めにおける鑑定など信ずるに足らないとする向きもあらうし､またそれはかなりの部分その通りではあるものの､(田中登が常々力説するやうに､古筆鑑定なるものが､存外信用出来るかもしれない'といふ1般論もあるが､それはそれとしても)特に､実隆あたりの鑑定に関しては､公条筆と誤認することはありえても､概ね信じて長いものと､筆者個人は考へる｡とここまでは(それこそ〓般論である｡当該題算の筆者を実隆に引き当てうるかどうかに関しては､小

論の筆者はやや懐疑的ではある｡

以下のローマ数字は､筆者が仮に付したもの｡

このアルファベットは､前述の如く､最終的に､吉田解説において認定され

たものを､そのまま踏襲してゐる｡

なほ厳密にいふと､最初のt面(古典文庫二六五頁)は､染筆に際して襲厳たらうとする意識がより強-あったためか､少し-硬い印象を受けるが､字体を仔細に比較検討すれば､同一筆鏡であることは自明に近い｡また筆蹟から受ける印象に､首尾で相違はないので､一気珂成に書かれたものと判断し

た｡

福井貞助『伊勢物語生成論』((初版)有精堂出版=昭40･4､八増補復刊)パル

トス社｡昭60.1)第二章簡五節｢別本と真名本｣において｡

｢件｣字､吉田翻刻では｢□｣とする(古典文庫･三二ハ貢)｡確かに､衰蝕故であらうか､一部文字が開けてゐて､残画からだけでは推しにくい字体であるから､｢彼｣と読んでも誤りとはいへない｡小論では'この直前にある｢件

本以朱註｣云々の表現を考慮して｢件｣と読んでみた｡

｢以｣字､吉田翻刻では｢ロ｣とする(古典文庫二三七頁)｡吉田が口と処理したその意味合ひは必ずしも明確ではないが(翻刻凡例に口は虫損故の難読箇所とあるものの､写真版を熟視する限り､この部分､葱蝕はない｡文字は明確に見て取れる)､確かに読みに-い字体であることは確かだ｡とはいへ､

私見によれば｢以｣で良いと判断する｡

兼良と面識のある女房とは必ずしも限るまい｡むろん､さう解釈することがまづは第一義であるとは思ふけれども､さる女性が所持してゐた､といふ伝

(

二
〇

乗
を
述
べ
て
ゐ
る
だ
け
か
も
し
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
｡
あ
る
い
は
娩
曲
に
｢女
筆
だ
｣
と

い
っ
て
ゐ
る
だ
け
の
こ
と
か
も
し
れ
ぬ
｡

(S
)

こ
の
部
分
の
解
釈
に
つ
い
て
は
､
池
田
の
理
解
で
(結
果
と
し
て
は
)
正
し
い
｡
た
だ
し
､
若

干
問
題
も
残
る
｡
兼
良
の
補
筆
は
列
帖
装
で
あ
る
本
書
の
第
六
括
の
途
中
か
ら
始
ま
っ
て

ゐ
る
｡
従
っ
て
､
第
六
括
は
ま
あ
そ
れ
で
良
い
と
し
て
も
'
第
七
･
八
括
は
､
常
識
的
に

考
へ
る
と
､
兼
良
が
補
筆
に
際
し
て
新
た
に
付
加
し
た
料
紙
で
あ
り
か
つ
括
り
で
あ
る
､

と
す
べ
き
で
あ
ら
う
｡
と
こ
ろ
が
､
吉
田
に
よ
る
書
誌
解
題
､
ま
た
カ
ラ
ー
写
真
版
を
熟

視
す
る
限
り
､
最
初
の
第

一
括
か
ら
最
後
の
第
八
括
ま
で
､
料
紙
は
同
じ
も
の
と
判
断
し

た
方
が
､
(原
本
そ
れ
自
体
が
公
開
さ
れ
て
ゐ
る
訳
で
は
な
い
現
段
階
に
お
い
て
は
)蓋
然

性
は
高
か
ら
う
｡
す
る
と
､
こ
こ
に
､
第
六
括
の
途
中
ま
で
書
写
が
な
さ
れ
て
ゐ
た
も
の

の
､
第
六
括
の
後
半
及
び
第
七
･
八
括
の
全
部
が
白
紙
の
ま
ま
残
さ
れ
て
ゐ
た

r伊
勢
物

語
J
を
兼
良
が
入
手
し
た
と
い
ふ
こ
と
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
.
確
か
に
､
あ
る
古
典
籍

に
お
い
て
､
料
紙
の
何
葉
か
が
脱
落
し
て
ゐ
､
そ
れ
を
後
人
が
補
写
し
綴
ぢ
込
む
と
い
ふ

例
は
､
決
し
て
稀
有
で
は
な
い
(鳥
丸
光
広
な
ど
が
し
ば
し
ば
こ
れ
を
行
っ
て
ゐ
る
こ
と

は
広
-
著
聞
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
)｡
け
れ
ど
も
'
本
書
の
如
き
行
為
､
ひ
い
て
は
本
書
に

見
ら
れ
る
が
如
き
行
為
を
必
然
的
に
導
い
た
も
と
も
と
の
典
寿
の
あ
り
や
う
は
､
稀
有
と

称
し
て
差
し
支
へ
あ
る
ま
い
(以
上
の
推
定
は
､
あ
-
ま
で
も
料
紙
が
全
巻
同

一
の
場
合

に
の
み
成
り
立
つ
も
の
で
あ
る
｡
本
書
が
公
開
さ
れ
る
折
が
あ
る
な
ら
ば
､
実
際
に
調
査

し
て
､
こ
の
点
を
よ
り
明
ら
か
に
し
た
い
)｡
そ
し
て
た
だ
単
に
本
書
の
も
と
も
と
の
あ
り

や
う
が
稀
有
で
あ
る
と
い
ふ
こ
と
に
感
慨
を
抱
-
だ
け
で
終
は
っ
て
は
な
る
ま
い
と
思

ふ
｡
何
ゆ
ゑ
に
兼
良
が
か
か
る
(文
字
通
り
の
)零
本
に
加
筆
し
て
全
き
典
籍
に
し
た
て
あ

げ
よ
う
と
し
た
の
か
､
そ
の
学
的
意
斑
を
も
汲
む
努
力
が
､
我
々
に
課
さ
れ
た
課
題
の
一

つ
な
の
で
あ
る
｡

(17
)

簡
単
に
は
結
論
を
得
ら
れ
ま
い
問
題
で
は
あ
る
も
の
の
､
何
ゆ
ゑ
に
兼
良
は
義
孝
本
を
以

て
校
合
･補
写
し
た
か
､
と
い
ふ
こ
と
が
ら
も
､
念
頭
に
置
い
て
お
-
べ
き
で
あ
る
｡
確

か
に
当
時
､
亮
孝
が
古
典
寿
の
コ
レ
ク
タ
ー
で
あ
っ
た
こ
と
は
疑
ひ
な
い
(例
へ
ば
､
轟
孝

が
貫
之
自
筆
本
『土
左
日
記
』
を
所
蔵
し
て
ゐ
た
こ
と
は
著
聞
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
)｡
ま

た
尭
孝
自
身
､
盛
ん
に
古
典
薫
を
書
写
･校
合
し
て
ゐ
る
｡
ま
た
､
尭
孝
本
を
兼
良
が
借

り
出
し
て
ゐ
る
事
実
も
散
見
さ
れ
る
(例
へ
ば
､
後
掲
す
る
川
越
市
立
図
書
館
蔵
『長
秋
詠

藻
』
の
奥
書
に
見
え
る
が
如
き
)｡
従
っ
て
､
亮
草
本

『伊
勢
物
語
l
を
以
て
補
写
し
た
こ

と
自
体
に
､
違
和
感
は
な
い
の
だ
｡
さ
う
で
は
な
-
､
藤
房
本

『伊
勢
物
語
』
の
閲
を
補
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ふものとして'何ゆゑ亮草本が兼良によって選択されたのか､といふ問題を考へておくべきだらう｡何故ならば､極めて特色のある藤房本の本文を受け

止めるべく選ばれた底本であるのだから｡

『大日本史料第八編之十三』(昭2･11)文明13年4月3日条所掲(二四二

貢)0

以卜の三点(伽～S)は､小松茂美『古筆学大成第二十三巻』(講談社=S!･

6)四〇七貢所掲｡

写真版は種々刊行されてゐるが､例へば三陽明叢書国書篇第十五輯大手鑑･予楽院臨書手鑑』(思文閣出版=昭5･S)五九頁所掲.同書解説(春名好重執

筆)によると､兼良六十歳前後の筆との鑑定(前掲書･解説七頁)0

貴重本刊行会の複製(平2･8)による｡なは'別冊の冒一井文庫蔵重要文化財高葉帖解説』(平2･8)当該解説によれば､文安4年(一四四七)のもの

といふ(堀河貴司執筆)0

永島福太郎≡条兼良〔人物叢書〕』(吉川弘文館=昭34･8初版､昭63･12新装版)所掲(新装版=一八六貢)｡なほ､翻刻のみは､永島福太郎編『大和古文書衆英j(奈良県図書館協会=昭E3･4)所掲(1四頁､春日神社文書･第2

号)0

松野陽一『藤原俊成の研究』(笠間書院=昭48･3)による｡原本未見｡

｢中納言中将｣とは兼良の息教房のこと｡

注㈹参看｡

拙稿∃柿本傭材抄』の成立-兼良の注釈の基底-｣(『国語国文』81･11)､∃柿本傭材抄』の成立｣補遺-附翻刻･校異｣(『埼玉大学紀要[人文科学篇]』32-83･11)参看｡共に拙著≡条兼良の書誌的研究』(桜楓社-87･4)所収｡拙稿｢一条家関係者の記した奥書･識語･注記を持つ古典籍について｣(拙著

『中世古典学の書誌学的研究』〔勉誠出版=99･1〕所収)参看｡

何となれば､兼良は､｢源氏物語切｣において実践した如-､墨筆と朱筆とをあへて併存･区別することで､二段階にわたる校合の形跡を残さんとしてゐた｡かかる細心な配慮を持つ兼良が､朱筆の朱筆たる意義を否定するやうな

墨書による重書きをするとは､到底考へられないからである｡

例へば､大津有1は､前掲書の中で､奥書Hを｢追記｣と認定してゐるO｢追記｣とは奥書Gに対する追記であり､従って兼良筆と暗黙の内に認めてゐる

こ
と
に
な
る
｡
こ
の
考
へ
は
､
古
典
文
庫
･解
説
に
お
い
て
吉
田
幸

一
も
追
認
し
て
ゐ
る
｡

(30
)

本
書
で
最
も
頻
出
す
る
ケ
ー
ス
は
､
墨
筆
で
勘
注
等
を
施
し
､
か
つ
朱
筆
で
の
ミ
セ
ケ
チ

が
存
す
る
場
合
で
あ
る
｡
墨
筆
と
朱
筆
と
の
先
後
関
係
､
ま
た
相
関
性
に
関
し
て
､
筆
者

に
確
固
た
る
考
へ
は
な
い
｡
従
っ
て
､
小
論
で
こ
の
事
例
を
あ
げ
踏
み
込
ん
で
解
釈
す
る

こ
と
は
し
な
か
っ
た
｡

(31
)

本
書
の
｢も
｣
字
は
､
｢ん
｣
と
紛
れ
易
い
古
風
な
字
体
な
の
で
､
そ
の
こ
と
に
対
す
る
注

意
を
喚
起
す
る
た
め
の
処
置
と
思
は
れ
る
｡
誤
写
と
ま
で
は
認
定
し
て
ゐ
ま
い
｡

(32
)

｢定
家
卿
自
筆
本
在
｣
な
る
注
記
は
､
そ
の
直
前
に
あ
る
墨
筆
に
よ
る
勘
注
｢戎
本
此
下
無

之
｣
に
対
す
る
も
の
で
あ
る
｡
以
下
､
定
家
自
筆
本
に
よ
る
本
文
の

〝確
認
″
が
朱
筆
に

よ
っ
て
し
ば
し
ば
注
せ
ら
れ
る
が
､
そ
の
1
々
の
意
義
付
け
に
関
す
る
解
釈
に
つ
い
て

は
､
こ
れ
を
一
切
省
略
し
､
本
注
を
以
て
代
表
さ
せ
る
｡

(33
)

こ
の
部
分
の
直
後
は
､
改
行
し
て
｢秋
や
-
る
露
や
ま
か
ふ
と
｣
の
歌
が
続
-
｡
従
っ
て
､

｢ま
だ
｣
な
る
あ
り
う
べ
き
誤
読
を
回
避
す
る
た
め
に
｢
又
｣
と
注
記
し
た
と
は
考
へ
に
-

-
､
｢
ま
た
｣
の
｢ま
｣
が
一
見
す
る
と
｢
よ
｣
に
も
見
え
る
の
で
､
そ
れ
故
の
注
記
と
考

へ
て
お
-
0

(
34
)

｢あ
ま
た
｣
の
｢あ
｣
に
墨
筆
で
ミ
セ
ケ
チ
が
あ
る
の
で
､
残
っ
た
本
文

｢ま
た
｣
を

｢ま

だ
｣
で
は
な
-

｢
又
｣
と
読
む
べ
L
と
い
ふ
注
記
で
あ
る
｡
こ
の
事
例
か
ら
も
､
勘
注
の

書
き
込
ま
れ
た
順
序
が
､
墨
筆
1
朱
筆
で
あ
る
こ
と
が
推
定
出
来
る
｡

(35
)

こ
の
勘
注
の
意
図
は
不
明
O

(36
)

｢眺
め
居
り
｣
の

｢居
り
｣
は
､
定
家
仮
名
遣
･歴
史
的
仮
名
遣
共
に

｢を
り
｣｡
こ
の
箇

所
は
､
伝
藤
房
筆
の
部
分
だ
か
ら
､
伝
藤
房
本
の
親
本
に
お
い
て
所
謂
｢平
安
仮
名
遣
｣
で

書
か
れ
て
ゐ
た

｢
お
り
｣
に
対
し
､
兼
良
が
定
家
自
筆
本

｢を
り
｣
に
よ
っ
て
注
記
を
施

し
た
も
の
と
思
は
れ
る
O
伝
藤
房
本
の
別
本
た
る
所
以
の
1
と
見
倣
し
え
よ
う
か
｡

(37
)
直
前

｢秋
の
夜
の
｣
と
あ
る
｡
ま
た
直
後
に

｢
ひ
と
よ
〓

夜
)｣
と
も
あ
る
｡
｢千
夜
(ち

よ
と
の
)｣
誤
読
を
回
避
す
る
た
め
の
注
記
か
｡

(38
)

本
書

｢く
｣
の
字
体
が

｢
て
｣
に
紛
れ
易
い
字
体
故
の
注
記
な
る
べ
し
｡

(39
)

し
か
ら
ば
､
か
か
る
学
的
判
断
を
し
て
ゐ
て
な
ほ
か
つ
､
何
ゆ
ゑ
に
兼
良
は
､
亮
草
本
の

朱
筆
勘
注
を
墨
筆
に
て
転
写
し
た
の
か
､
と
い
ふ
疑
念
が
､
当
然
惹
起
さ
れ
よ
う
｡
定
家

自
筆
本
に
遭
遇
し
て
初
め
て
勘
注
の
｢虚
誕
｣
に
気
づ
き
え
た
ほ
ど
､
兼
良
は
迂
閥
で
は

あ
る
ま
い
.
こ
の
間
題
に
関
し
て
は
､
第
六
節
で
詳
し
-
考
察
す
る
｡

(

S
)
早
-
､
江
戸
期
に
成
立
し
た
書
流
系
譜
類
(『本
朝
古
今
名
公
古
筆
諸
流
』
『流
儀
集
〔『明

爾

肖



(41
)

(42
)

翰
砂
』
所
収
〕』
『古
筆
流
儀
分
』
『古
筆
分
流
』
等
)
な
ど
で
は
､
教
房
は
定
家
流
の
一
人

と
し
て
立
項
さ
れ
て
ゐ
る
｡
ま
た
事
実
'
例
へ
ば
､
後
文
に
て
紹
介
す
る
某
家
蔵
教
房
自

筆
短
冊
(『特
別
展
｢定
家
様
｣
五
島
美
術
館
展
覧
会
図
録
m
l
〇
七
』
〔財
団
法
人
五
島
莱

術
館
-
87
･
2
〕

l
五
三
貢
に
図
版
掲
載
)
に
対
し
て
､
｢定
家
様
の
芽
ば
え
を
こ
の
短
冊

に
よ
っ
て
知
る
｣
(前
掲
図
録
)
な
る
評
価
が
与
へ
ら
れ
て
も
ゐ
る
｡

『特
別
展

｢定
家
様
｣
五
島
美
術
館
展
覧
会
図
録
恥
一
〇
七
』
(注
(40
)参
看
)所
掲
｡

『日
本
古
典
文
学
影
印
叢
刊
15
短
冊
手
鑑
』
(貴
重
本
刊
行
会
-
昭
53
･
1
)第
46
号
図
版

(同
書
二
六
貢
所
掲
､
原
本
で
は
上
巻

･
表
16
)0

(43
)

貴
重
本
刊
行
会
刊
行
(平
2
･
8
)
の
複
製
あ
り
｡
な
は
､
別
冊
の

冒
一井
文
庫
蔵
重
要
文

化
財

高
案
帖
解
説
≡
平
2
･8
)の
当
該
項
に
よ
れ
ば
､
｢花
押
が
教
房
の
も
の
か
ど
う

か
確
認
で
き
な
い
が
'
書
風
は
明
ら
か
に
彼
の
も
の
で
あ
る
｡
-
-
文
学
作
品
で
な
い
､
日

常
的
な
文
書
に
も
定
家
様
を
使
っ
て
い
る
点
が
興
味
深
い
｣
(堀
川
貴
司
執
筆
)
と
あ
る
｡

正
確
に
い
へ
ば
､
｢伝
教
房
筆
｣
と
す
べ
き
も
の
か
も
し
れ
な
い
が
'
同
手
鑑
に
押
さ
れ
る

一
つ
前
の
切
れ
が
兼
良
自
筆
の
書
状
で
あ
り
､
各
々
内
容
的
に
連
絡
す
る
も
の
が
あ
る
の

で
､
同
書
解
説
の
断
ず
る
が
ご
と
-
､
教
房
筆
と
見
て
誤
り
あ
る
ま
い
｡

(44
)

『大
日
本
史
料

第
八
編
之
十
二
』
(昭
2
･
2
)文
明
12
年
10
月
5
日
条
所
掲
(六
六
六

貢
)｡

(45
)

教
房
が
古
典
寿
の
書
写
活
動
を
行
っ
て
ゐ
た
事
実
も
あ
り
(田
中
塊
堂
蔵
『後
撰
集
』
奥
書

他
)､
教
房
が
そ
の
意
味
で
も
重
要
な
る
候
補
で
あ
る
と
い
へ
る
｡
ま
た
､
教
房
筆
と
伝
へ

る
多
数
の
源
氏
物
語
切
の
存
在
を
こ
こ
で
想
起
し
て
も
良
い
だ
ら
う
｡

(46
)

『冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書

第
三
期

第
三
十
二
回
配
本

第
四
十

一
巻

伊
勢
物
語

･
伊

勢
物
語
愚
見
抄
』
(朝
日
新
聞
社
=
98
･
8
)
に
て
影
印
さ
る
｡

(47
)
注
的
所
掲
本
解
題
に
お
い
て
(二
八
貢
)｡

(48
)
漢
字
(漢
文
)
が
長
文
に
わ
た
っ
て
引
用
さ
れ
る
部
分
に
お
い
て
､
違
和
感
を
感
ず
る
の

で
､
仮
に
こ
の
や
う
に
判
断
し
て
み
た
｡
一
例
を
示
せ
ば
､
9
丁
表
2
行
目
よ
り
引
用
さ

れ
る
『類
衆
国
史
J
の
部
分
が
､
こ
れ
に
あ
た
る
｡
た
だ
し
､
-
行
目
の
『伊
勢
物
語
』
本

文
の
｢国
｣
字
と
､
r類
宋
国
史
』
引
用
部
分
の
冒
頭
の
｢国
｣
字
だ
け
を
比
較
す
る
な
ら

ば
､
む
し
ろ
同
筆
と
見
倣
し
た
方
が
妥
当
と
も
息
へ
る
｡
そ
こ
で
､
以
下
に
示
す
や
う
に

二
通
り
の
可
能
性
を
示
し
て
み
た
｡
し
か
し
､
例
へ
ば
､
該
書
の
内
題
(｢伊
勢
物
語
愚
見

抄
巻
下
｣
〔1
丁
表
〕)
の
筆
虞
と
『類
衆
国
史
』
引
用
部
分
の
筆
蹟
と
を
比
べ
る
時
､
同
筆

と
断
ず
る
の
に
は
相
当
に
無
理
が
あ
る
や
う
に
も
思
ふ
｡

甲

賀

(49
)

50丁
裏
～
52
丁
表
｡
た
だ
し
､
微
妙
に
他
筆
A
と
も
タ
ッ
チ
が
異
な
る
や
う
に
感
ず
る
の

で､
ガ
と
唆
味
な
形
で
判
断
し
て
み
た
｡

(50
)

再
稿
本
奥
書
｡
｢文
明
六
年
小
春
中
幹
日
沙
門
(花
押
)｣
と
あ
る
花
押
は
､
兼
良
自
筆
と
断

じ
て
良
-
､
ま
た
､
こ
の
奥
書
は
一
筆
と
も
思
は
れ
る
の
で
､
全
体
を
兼
良
筆
と
見
て
良

か
ら
う
｡
な
は
､
内
題
の
｢伊
勢
物
語
愚
見
抄
巻
下
｣
は
こ
の
筆
蹟
(兼
良
筆
C
)
に
最
も

近
い
や
う
に
思
ふ
｡

(E
)

大
内
政
弘
へ
遣
送
し
た
際
の
奥
書
｡
末
尾
に
｢文
明
八
年
七
月
下
/

老
比
丘
(花
押
)｣
と

あ
る
｡
こ
の
花
押
と
､
奥
書
Ⅰ
の
花
押
は
正
し
-
同
筆
と
見
倣
し
う
る
が
､
奥
書
自
体
の

筆
蹟
は
､
同

1
と
判
断
す
る
に
は
席
席
は
れ
る
｡
奥
書
H
の
方
が
や
や
乱
暴
な
華
道
ひ
で

あ
る
｡
む
ろ
ん
､
同

一
人
の
筆
蹟
で
あ
る
可
能
性
も
十
二
分
に
あ
る
が
､
奥
書
Ⅰ
と
奥
書

H
と
は
､
僅
か
2
年
の
タ
イ
ム
ラ
グ
し
か
な
-
､
ま
た
奥
書
H
を
こ
と
さ
ら
乱
雑
に
害
す

必
然
性
も
見
出
し
難
い
の
で
､
兼
良
筆
〔C
/
D
〕
と
機
械
的
に
分
け
て
判
断
し
て
み
た
｡

(52
)

こ
こ
で
い
ふ
右
筆
と
は
､
右
筆
な
る
《職
種
》が
一
条
家
内
部
に
存
在
し
て
ゐ
た
へ
と
い
ふ

こ
と
を
た
だ
ち
に
意
味
す
る
の
で
は
な
い
｡
正
確
に
は
､
右
筆
《役
》
の
某
か
が
存
在
し
て

ゐ
れ
ば
良
い
の
で
あ
る
｡
近
年
､
藤
本
孝

一
｢尊
経
閣
文
庫
蔵

『土
左
日
記
ら
(国
宝
)
の

書
誌
的
研
究
｣
(m
兄
都
文
化
博
物
館
紀
要
･朱
雀
』
7
=
94
･
l
)
'
同

｢藤
原
定
家
自
筆

本

r拾
遺
愚
草
l
の
書
誌
的
研
究
｣
(m
兄
都
文
化
博
物
館
紀
要
･
朱
雀
』
8
=
9
･
l
)､

片
桐
洋

一
∃
土
左
日
記
』
定
家
筆
本
と
為
家
筆
本
｣
(『国
文
学

〔関
西
大
学
〕』
77
=
平

10
･2
)な
ど
で
説
か
れ
て
ゐ
る
､
定
家
様
を
よ
-
す
る
定
家
側
近
の
右
筆
･某
の
存
在
が
､

小
論
の
筆
者
の
念
頭
に
あ
つ
て
の
立
言
で
あ
る
こ
と
は
､
包
み
隠
さ
ず
述
べ
て
お
く
べ
き

こ
と
で
あ
ら
う
｡
た
だ
し
､
こ
れ
ら
の
見
解
に
対
し
て
､
山
本
信
書
の
如
く
(｢藤
原
定
家

の
筆
跡
に
つ
い
て
-
『明
月
記
』
自
筆
本
を
中
心
に
-
｣
〔『国
華
』
第
千
二
百
三
十
九
号
･

第
百
四
編
第
六
冊
=
平
11
･
-
〕)
明
確
に
反
対
の
立
場
を
と
る
論
者
も
あ
り
､
定
説
の
形

成
に
は
ま
だ
相
当
の
貯
余
曲
折
が
予
想
さ
れ
る
が
｡

(E3
)

な
ほ
よ
り
神
経
質
に
見
れ
ば
､
右
筆
･某
の
筆
づ
か
ひ
と
は
微
妙
に
異
な
り
､
む
し
ろ
､
兼

良
筆
の
本
文
筆
蹟
に
近
い
の
で
は
な
い
か
と
思
は
れ
る
勘
注
も
存
在
す
る
｡
一
例
を
あ
げ

れ
ば
､
本
書

一
四
五
頁
六
行
目

｢
そ
の
人
｣
に
加
へ
ら
れ
た
勘
注

｢中
将
｣
が
そ
れ
｡
こ

と
に
､
筆
の
か
す
れ
具
合
が
本
文
筆
環
と
近
似
し
て
ゐ
る
や
う
に
も
思
ふ
が
､
写
真
版
だ

け
か
ら
で
は
さ
す
が
に
そ
こ
ま
で
断
定
す
る
こ
と
は
慣
ら
れ
､
右
筆
･某
の
一
筆
と
考
へ

て
置
い
た
｡

(54
)

注
(52
)所
掲
藤
本
論
文
参
看
｡

(EFu

片
桐
洋

1
r伊
勢
物
語
の
研
究

〔研
究
篇
〕』
(明
治
書
院
=
昭
43
･
6
)五
二
六
～
五
二
七

貢
O

(56
)

山
口
勇
二
編

『伊
勢
物
語
伝
後
京
極
摂
政
良
経
筆
本

〔愛
媛
大
学
古
典
草
刊
12
〕J
(愛
媛

大
学
古
典
叢
刊
刊
行
会
-
昭
47
･
10
)
二
五
〇
貢
o
な
ほ
､
小
論
で
は
'
注
脚
所
掲
片
桐
作

成
の
対
照
表
を
山
口
が
整
理
し
直
し
た
も

の
を
土
台
に
し
た
｡

(
57
)

例
へ
ば
､
本
書
に
お
い
て
､
第

1
段
｢
お
む
な
は
ら
か
ら
｣
に
対
し
､
｢兄
弟
也
紀
有
常
女

二
人
也
｣
な
る
静
注
が
見
え
る
｡
こ
の
冷
泉
家
流
勢
語
抄
的
解
釈
に
対
し
､
兼
良
は
､
後

年
の
事
に
な
る
が
'
｢或
説
こ
こ
れ
は
紀
有
常
か
む
す
め
二
人
あ
る
事
を
い
ふ
と
也
た
と

へ
は
た
れ
に
て
も
あ
り
な
ん
か
し
｣
(冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
冷
泉
為
広
筆
『伊
勢
物
語
愚

見
抄
』
〔再
稿
本
)
に
よ
る
)
と
､
明
確
に
否
定
し
て
ゐ
る
｡
ま
た
'
『伊
勢
物
語
愚
見
抄
』

の
序
文
に
お
い
て
､
｢-
-
又
十
巻
の
抄
(=
通
説
で
は
冷
泉
家
流
抄
を
指
す
と
す
る
)世

間
に
流
布
せ
り
た
れ
人
の
し
わ
さ
と
も
し
ら
す
相
伝
の
家
訓
に
は
随
分
奥
義
と
の
み
息

へ
り
ひ
そ
か
に
こ
れ
を
披
見
す
る
に
来
歴
と
引
の
せ
た
る
和
漢
の
書
典

一
と
し
て
ま
こ

と
あ
る
こ
と
な
し
昔
物
語
の
本
意
を
う
し
な
ふ
の
み
な
ら
す
詞
花
言
葉
の
た
よ
り
に
も

成
か
た
し
兼
学
の
と
も
か
ら
ゆ
め
-

信
用
す
へ
か
ら
す
邪
路
に
お
も
む
か
ん
事
う
た

か
ふ
へ
か
ら
す
｣
(前
引
為
広
本
に
よ
る
)
と
､
断
乎
と
し
て
そ
の
学
的
意
義
を
否
定
し
て

ゐ
た
｡
た
だ
､
こ
こ
で
留
意
す
べ
き
点
は
､
こ
れ
ら
の
抄
が

｢家
訓
｣
と
し
て
一
条
家
内

部
に
お
い
て
す
ら
｢相
伝
｣
さ
れ
て
来
た
と
い
ふ
兼
良
の
言
で
あ
ら
う
｡
こ
の
｢家
訓
｣
が

何
を
指
す
か
具
体
的
に
は
示
さ
れ
て
ゐ
な
い
が
､
例
へ
ば
､
本
書
に
お
け
る
勘
注
な
ど
も
､

そ
の
一
つ
と
見
て
あ
や
ま
た
な
い
で
あ
ら
う
｡

(
58
)

例
へ
ば
､
前
掲
対
照
表
で
見
ら
れ
る
が
如
く
､
東
下
り
に
お
け
る
登
場
人
物
に
､
い
か
に

も
怪
し
げ
な
人
物
を
引
き
当
て
て
ゐ
る
こ
と
な
ど
か
ら
｡

(59
)

実
際
､
『伊
勢
物
語
』
の
鎌
倉
～
室
町
期
の
古
写
本
に
は
､
｢冷
泉
家
流
伊
勢
物
語
抄
｣
の

所
説
と
甚
だ
近
似
す
る
内
容

の
勘
注
を
有
す
る
も
の
が
､
稀
と
は
い
へ
な
い
程
度
に
-
よ

り
正
確
に
は
､
比
較
的
大
量
に
-
伝
存
し
て
ゐ
る
｡
既
に
そ
の
存
在
が
報
告
さ
れ
､
比
較

的
容
易
に
全
文
を
知
り
う
る
も
の
だ
け
で
も
､
以
下
の
如
き
伝
本
を
あ
げ
う
る
｡

*
熊
本
大
学
附
属
図
書
鋸
寄
託
永
青
文
庫
蔵
伝

一
条
兼
良
筆
本

〔影
印
〕

r伊
勢
物
語
伝

1
条
兼
良
筆
本

〔勉
誠
社
文
庫

二

二
』
〔勉
誠
社
-
昭
57
･
9
〕

『伊
勢
物
語

･
大
和
物
語

〔永
青
文
庫
叢
刊

･
第
10
巻
〕
』
〔汲
古
書
院
=
昭
59
･
7
〕

※
勘
注
は
'
宗
祇
流

二
二
条
西
家
流
の
説
を
も
含
む
諸
注
集
成
的
な
要
素
が
あ
る
由
｡

*
鉄
心
斎
文
庫
蔵
源
通
具
本

〔影
印
〕

山
田
清
市

･
芹
沢
新
二

『通
異
本
伊
勢
物
語
』
(築
地
書
館
=
昭
43
･
5
)

山
田
清
市

『伊
勢
物
語

鉄
心
斎
文
庫
本

〔古
典
文
庫
三
九
七
〕』
(昭
54
･
10
)

〔翻
刻
〕

山
田
清
市

『伊
勢
物
語
校
本
と
研
究
』
(桜
椀
社
-
昭
52

･10
)

*
今
治
市
河
野
美
術
館
蔵
伝
後
京
極
良
経
筆
本

〔影
印
〕
1
注
仏
参
看

*
片
桐
洋

l
蔵
正
徹
自
署

･
緒
川
智
在
筆
本

〔影
印
〕

片
桐
洋

一
『伊
勢
物
語
古
注
釈
書
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

第

一
巻
』
(和
泉
書
院

-
99･
2
)

こ
の
他
､
全
文
は
公
開
さ
れ
て
ゐ
な
い
も
の
の
､
所
謂
《古
注
》
を
勘
注
と
し
て

持
つと
報

告
が
あ
っ
た
古
写
本
は
相
当
数
に
の
ぼ
る
(片
桐
r伊
勢
物
語
の
研
究

研
究
編
』
〔注
蜘

所
掲
〕参
看
)｡
と
す
る
と
､
兼
良
の
如
き
抗
ひ
は
､
む
し
ろ
､
孤
高
の
精
神
の
現
れ
で
あ

っ
た
と
す
ら
い
ひ
え
よ
う
か
｡


